
PDF issue: 2025-07-04

自治体女性行政の比較研究

ONISHI, Sachiyo / EBASHI, Takashi / 江橋, 崇 / 大西, 祥
世

(出版者 / Publisher)
法学志林協会

(雑誌名 / Journal or Publication Title)
法学志林 / Review of law and political sciences

(巻 / Volume)
98

(号 / Number)
3

(開始ページ / Start Page)
115

(終了ページ / End Page)
213

(発行年 / Year)
2001-03-12
(URL)
https://doi.org/10.15002/00006973



第第ｉｉｉ；ｉ１ｉｉ１ｌ
四三二第第第一一
節節iii三二一ｉｉｉｌ竜

項項項
女沸Ｉ女１１１?1

11聯ｉｉの猯
の１'１詩体
比と実女
絞いば性
研う定行
先手諦政
へ法との
太巡腿
西 行ｌｌＭ

江
橘

五四三二

視訓調Ｉ|｜
点査ｆｔｉｉ１ｉ
手対
法象

の

通：
定

－は

じ

調Ｄ６
ｉｆｌこ
の

'］ 
的

自
治
体
女
性
行
政
の
比
較
研
究

大
西
祥
世

江
橋
崇

第第第第
第二第第第第二輔輔輔輔一二
一節四三二一節IIq三二一節素
１，１｢ｉｌＨＪＩｉ項ＩｎＪｉｉ項項
政女Ａ１「｜

鯛綱llliliillll:X寒＄
決人｜両１人イミ椛なｌＩｉｌ１利Ｗ１ｉの｛''１

鰯iiii:鰯|蝿lilWl
８蝿鳶畷綱’：［''１念
参場の

Ｈ鵜ｉＩｈｉと
： 定に

荷Ifj］
け
た

意
識
の・

Ｉｉ 
ｉｒｍｉ 
ま
り

第
第輔輔第五
l１Ｌ１三二一節
項ＩｉＩｊｉ項
②①外

国ｌＩｉｉｌｊ１ｌＩ１ｌ］女部
際へ力、と治性と
社のらの体ト１１の
会影の迎相体述
と響影鵬１Ｋ、ＩＭＩ
の稗のＮと
述ｊｌｌ１Ｇい
１１１ＩＩｉＯう

と手
の法
連
携

Hosei University Repository



〆

第
三
章
自
治
体
女
性
行
政
の
新
し
い
試
み

鋪
一
節
胤
治
体
側
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
術
築

第第
第簸騨鋤蛎,[第第,u,第
二一節二一節二一節四
項」〔ｎＪＹｉ項rｉｒｉ項
Ｎ女評

Ｎｈｉ｝Ｇ女女Ｉ１ｌｉオ濡価ポ

Ｍ２１:ビホラ鷲宅デ
ヘ体の国平イⅡズにニイ
のか述際和、パよタブ

法
学
志
休
第
九
十
八
巻
第
三
号

第
二
項
議
会

第
三
項
公
務
員

①
符
班
職
へ
の
蔽
川
促
進

②
自
治
体
の
ト
ッ
プ
へ

第
四
項
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
、
ク
ォ
ー
ク
制

四
節
評
価
（
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
）
と
い
う
視
点

第
一
頂
瀞
議
会
に
よ
る
評
価

第
二
項
オ
ン
プ
ズ
パ
ー
ソ
ン
的
機
能
の
導
入

五
節
女
性
と
平
机
、
国
際
協
力

①③②① 
共ｉＷ情ＮＮｈｉ｝
(|Ｍ助報ＧＧ人
．尚のＯＯｌＪｌ
委金提活へ休
託Ｉ山供釛のか

繋成Ⅶｉ
の の文Ｇ
実提援ｏ
施供へ

Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
の
述
鵬

女
性
と
国
際
協
力

勢ii難蕊雛鯆iii型
iii節四三二一節節節

］０，項Ｊｒｉｌｎ
条女 救リ）マ
例ｌ１ｌｉｌ］男女労済ＺＫス

$鱗;'１徽
l1H流ロンる保社に

＄'1：乳瀦：''1ボツ
係メムパ成る
｜イＩ促施
ンソ巡莱
スン行の

政取
へ細
の

ｌｌｉノノ
ン き
グ

「
自
摘
体
女
性
行
政
」
と
は
、
桃
差
別
を
解
澗
し
、
男
女
平
等
を
仙
巡

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
倒
冷
体
行
政
の
一
分
野
で
あ
る
。

女
性
に
対
す
る
行
政
の
事
務
と
し
て
は
、
国
で
第
二
次
世
界
大
戦
後
に

Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
五
大
改
鹸
の
一
つ
と
し
て
取
り
細
ま
れ
た
、
「
婦
人
の
地
位
向

お
わ
り
には
じ
め
に調
査
の
目
的

一
一
ハ

Hosei University Repository



鮭：;：職鰄h剛繊;僻
すソ｝すう識なすノハ参課じでの、爪総なてり）れわ
識①係よ会さ股lWH同の迦ま本もし、腿れやら｜Ⅲ

il:駿鋼鯉:iii灘轆燃|ｉｉ
ｉ脳綱織聯鱗ii鮒Ｗｉ
ののり・識、どを侍年制し述、ｌ１Ｌｌもこのる、をけこ

lli総鮒幽、定｛譜uili女糀l')MlM8

2Ii#繊A駒L，鍋繊鰍燃iii'i
ili衞慰ＩＡＨＡ＋鮎(｝'４Kｔ“》Mfi＃xiliiii

繍脚鋼,:#葱戯臘聯繩＄
lliili（ＭＥ澱Wkiﾙ洲だ［隣iiijlMllliillj
餓肝ｉＩＭｊ<lji川綿Ｉｉ鮒,ijE1li蝋１１１Ａ上
映つと災待」しまＩｌｌｉ尚の苑の。つにのる学と地位

：１１ＭM;:額|j易ii艫llli縦:iii！

；鮮総鱗;1i1P鱗111iiM川
,１Ｍ1川,棚剛川隣ｉｉ''ｉ１
４ｉ、及に体、政導し鉱、れ、もるテをそるれｌｌｉ
行以びとのこがきてを女て既あ゜人交れ゜る’こ
がｉｉｆｉｌＫ１つ次れ現’'’き検性い作り￣のえに￣施必

iii#;聯蕊鰯篦ｉｉｉｆｉｉ鰍峨
々を行愈を木具６行こ-機比治とでる喚耀｜刊舟磐WRM繩ｔｌｉｌｉｌ図挫iI)ｉＭ況述

_ii職:繊蛎雛聯ii1緯
T;ii紬’3煎磯“紬潔''１隣xil櫻皮③
治雌は体のすこそ、る上、例のｎｉと１１洲びソ）

隣,』柵胱肺さ、Ｍ１：：iii＃iii撒
施り係でにｌｒりならまの簗やになも脈をすｌｉｉｌ

Hosei University Repository



宴鯏瞬MWiiii洲瓦蠅２Ｍiiiぞ|(iijjlll鶚
る員をつにてかにに体以ま’'１ノＬｊｉＹ（これ究移ら紹
体の揃た元のにお人へ上た心八画表でが！liIの介

鰭i鰄鰔;1歳蝋;1繊學
ぞミル|,觜iMNgMi;Ｍ鵬lliI蝋ｔ：肥洲|櫛

:！:iii鮴ドル;ﾄﾄﾞ|lii鵬鱗iii郷
③資体且金、ｆ１る在政所道制、汎あ体るてのｌﾘ’八

|蝿;燃聯噸|((：#黙"llili葱
の値ｌｌｌＧ氏１１１性｝Ｉｌｉ、六ilT政てりｉＬ貝値政のず献言
政もしＯをさ行進そしを令調と会がに次しは弓

僻鵬鮒ｉｌｌ灘;同:；鱸；
グ今た家すた態現を二合び施一一①い力、ず、

'|￥肺lil-6ifif111M社ＸⅦ}/(儲：Bfjii
プもで心究４－握課に｜>〈三［１分と八府か総たら

７ii,(1鰍ル澱rl悪Ａ８ＩＭ;i洲ｉ剛

なの論性ま｜)'１を櫛iiﾘｉＬｉｆＦ言〔１襖のってにきＩ１１わル
価人文七でさ’'’’一一・体え治なＮＩＩ、い関た当/こ’
域々はン光れ心等ＩＨにる体了ｉｉｉ執るし女濁るプ

卿ﾛｲｲ肝ｔ２肺鍬；li(iiH1息|$：腔一
川蕊r[専狐てた迦iIiる鯛ｌＭ鮒鰄舷とこ

;撚騨
蝿li懸蝋陛鱗蕊織li-
li獅嚇lim繍翻鱗賎ス
ル鞠Ｗ澱ｉＨ'Ｉｌｉｌ船２'４舳力ｉｉｉ映搬

Hosei University Repository



浸るだあ特の意点く展Ｉﾘ１Ⅲ。おり）は実と村ヤｋ巡
透゜けつ色一義がが附すこ￣け女研態に州セ施
すそでてを部付いＩと｜にるれがる共究や、人ン没

ill鱗jlll溌
蝋繍蝋鱗
施がく成に、政な１Ｍ多の解状に府れのも農女

広がすの
〈③、②る川①水
［１Ｎ特行。諮婦報
本Ｇに政と人告
国Ｏ断のし,で
内にり論て女の
の（よの’１１－，性１１１
地、な機蝿に語
域ｌＦＩいＩＨＩ人っの
で辿限とＬい仙
ｉ１[ｉのりしをてＩＩ１
１ｌｉｌｌｌＩＩこて他はに
す談れ、１１１，つ

繊蕊tliilii
n16称、るし次
休つし脇Ｉ鋤ての

、！＆て秘合一]よ
Ｊ|§’''１コ１sに女う
政付ｌ稀、’１Ｎ性に

￣府休議懇Ｉ）￣し

兀蝋(ii鍬、i肝
もでＬ瀞人い゜
含なとがを、
むくすあ使固
｡、るろ１１１有

討［ｌＩ１ｌｌ料う女業をでに
し治きをそ。性績Ｉﾘ１あお

棚Ｗ鮭脈|｛ｑ￥
’１ｋ，柵、、の、すそ他

蝋馴ｉ臘局§Ｒ＃
の実す先が課とめを
め施るに濫題がに説
ざすとお千に求、得
しるとい足十め次し
てこもてｌＭｉ分らヤｋて

鯰'ﾐＩ４ｔ咄ＨＷ
６ｊＩｌｊ担女がる。のを
のじ当性ちこ残法獲

災煎Ｈ離郷＃
ＩＭＩ'|：女にるでが的る

ｔ１繊薫：態
の雁の各Ｊ』。れ学足
を史関「Ｉ実そま的非
’'１を係治とので位と

州:茸ｌｉ誌|M蝿
検しの資よ(こ先け婆

二
用
語

Hosei University Repository



鞠鱗蝋
li蝋蝿麟ii1
ii鱗lii鱗繊縦；：
＃鮭鯛癖illii轆灘''１
高'１ｉｎ鑓施と叩礼脚。、てれ現に
つわ治とさし川川幌汁）ま九、求状取

屯ぞ'蝿辨illiiiii'〔liiだⅢ臘窩HMI

四
調
査
手
法

ｉｆの上題ら行びに

柳iii$鰹lijlii
、、グに・礎等体戊
検女で、分資の女先
討Ｉｌｉは符ＩＩＴ料提Ｉ！ｋの
し行、ｌＬｌしを言行｜Ⅱ
た政退治允収、政当
・の去休。染女の背
祁ので次し性（;［に
〃ｉ経｜Ｍ１に、セハ'１桜
、緯係、行ン期触
へ、-行こ々夕かし
ｉム現へれの’ら、
の征のら時の現Ｔ
ｌ腿の上の代基イl；ｌｌｌｉ

繩；櫛Ｗ鮴1M｜
に的ン分景想るＩｆｒ
っなグＩＩＴをなまを
い施調か念どで行＝
て策ｌｏｔらｉｉｊｉ、のつ－

’1'繊||'lli細':ｏ
ＩＩＹ進施しき休訓・そ
り体したな女画の
洲制た課が性及際

談埼と法イドるべこる

論］《の作'''１．きのたH
IM朧懸ﾘ)兀；鍋他
')'１どがえ女几はで'ＴＭ
さのさる」しし、は政一

Riiiiili糊ｊＭｉｌｉｌ［'４
゜制まいｌ山ｉノ１」Ｌのい
そ定に考瀞に同１Ｍう柵

ii鞭灘iii灘＃
、がれ女搬ｊｌＩ１会てし溌
従ｈ『た性縦人ｊＩｆＩﾘ’た〉jll

瀧蕊ii1illliiiliii
のり、関た諮淀火ジし
女、１両’すｏＩｌｌｌにげで、
ｌ１ｌｉＴＩｉしるそを際る捉ｿ｝
行氏時伝の受し。え女
政も｜ﾘ１銃ＩＩｌＩｊてこら平
の巻に的でてのこれ鞠
1111き、なは以鍍でてを

戦艦ご綿iflijli
どだ１１１１万の二あす、す

五
視
点

Hosei University Repository



１１１を上まるメノニノ11〔お機＄1１面のてのしここ
界１１や第つにイめ近い’則織１２１を商いｉﾘｉたれ策ま
女（I(ノリ）こてつンの、てとＩ１Ｉ１ｉｈ直いた蝋い（ｊＬ－で

鮭ｆ'ﾐMfililM(幾２Ｗ鵬，ｉｆ洲'ﾐｌｉ
｢１談た等一女。［１リに｜:Ｉの、壁Ｉ、九ｌこの’11（後制女し
論：朧WijI”細村ⅦIjliMK洲脇
体のを向政しンるしな体（I【、とるをＩこ女で政こ
女ｌＩｉｌ展しはてグＮて難女い一議たｌ[Ｉ（よ性ののを

|i鷺ｗ面肌臓ＭＷｌｗｉ雛MllIl鰍
Ｒ蕊締＃iii;illl攪iilII瞥繩Ｉ４ＭＩ４ｉＪｉ維
校のたなあ政い述１（て、現艮でど女」労従のｌｌｉｌか

:綜鯉概騨:！::＄鋼繊
大のて割分方法ノニ、と椛一でしをま存けとれ
西議、分野をが久女も’1』線、ョ直な在でさた

ハゼ兀譲｜聰'+lli粥jiliWi＃１Bi蝋Ｍ"11.
遜反几識典すさ政人で部題↑'１Ｌ一合の先゜・
映○のＩ化必れの樅あとｌこのと的１〈発澗「国
し年克のＺｌｊ、二1Kのるのｌｉ（よしでにのしで
て代服地ｌｌｌｉ定流確・連りうて災ｉｉ`（各くい
、になＩＩＬが着化保持鵬＄Ⅱなの効か省誕え
女ｌ』どlrリ高す．のににむｆｆｌｌＩｌｌｌＩｉれ庁ノlHば

Ｉ４ＨこｆⅦi;iこ幽紳鰍陞：と；と兀併
ｊＡＬ－の同る旅びこへし器プれめがｉｍｉこ女でノＬ人

維ﾗﾎﾞﾐMl鴇ljilRm:ＩＨＩﾐﾙ)紳筒：棚

鱗羅;ｉｔ蕊;;蕊i鰄繍

醗溌織
一くれした椛雌ＩＩＪＲｎれけをてｉＷｉでらのはれ。○う
、らて。、ととがたで法多に厳れ人、尤擁○に
［ｌのの特な１２１１W：。な律く災した樅ｿ）゜識イl§な

き鮒１ji3ijiW〈､鮒腱羅織榴長
０ 

Hosei University Repository



法
学
志
休
第
九
十
八
巻
第
三
号

初
め
て
政
府
に
よ
り
莱
定
さ
れ
た
女
性
一
切
幼
計
画
で
あ
る
「
国
内
（
口
吻
計

画
」
以
来
、
繰
り
返
し
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
た
。
い
わ
ば
、
そ
れ
ら
は
女

性
行
政
史
を
支
え
る
二
水
の
仙
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
本
研
究
で
も
、
「
側

治
」
と
「
人
権
」
を
基
本
的
な
視
点
と
し
て
行
楽
す
る
。

こる府子に気Ⅱ《儲'化剛のけ間すで蝿進
#雛＃灘|i;鰹鯛綜蕊

且鰄tmFJ2ll(M』雌発腱iiiし
淵促：兀繩ＩＭＢ総鰯繩Ｆ

１騨騨
題側掛！=1い１１：性つ弐○郁委・紐たにき

鑿鱸１１齢;艫嬬蝋

一
》
一
一
一

賜
謝
房
一
九
九
Ｎ
年
。
グ
ル
ー
プ
み
こ
し
に
は
、
他
に
、
フ
ォ
ー
ラ
ム

の
報
告
書
と
し
て
『
フ
ォ
ー
ラ
ム
女
性
政
策
～
政
簸
・
識
雁
・
女
性
セ

ン
タ
ー
の
近
未
来
を
探
る
～
』
や
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
中
心
に
ま
と
め

た
『
女
性
政
策
「
指
標
」
研
究
女
性
問
題
職
員
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発

柵
告
沸
』
が
あ
る
。

（
７
）
一
九
九
五
年
の
鍬
四
回
世
界
女
性
会
議
の
参
加
者
と
中
心
に
発
足

し
た
、
北
京
会
議
で
採
択
さ
れ
た
「
北
京
行
釛
網
棚
」
を
囚
内
政
鞭
・

地
域
政
鞭
に
反
映
さ
せ
る
た
め
に
活
動
し
て
い
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

「
Ｊ
Ａ
Ｃ
」
と
は
「
］
：
§
シ
Ｏ
８
目
（
：
三
目
、
目
目
の
」
の
略
・
金

川
各
地
に
「
地
域
コ
ー
ヵ
ス
」
が
あ
る
。

（
８
）
北
京
Ｊ
Ａ
Ｃ
「
全
国
の
行
政
（
都
道
府
県
・
政
令
指
定
郁
巾
）
に

お
け
る
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
た
め
の
限
り
組
み
』
一
九
九
九
年

（
９
）
橋
本
ヒ
ロ
子
「
地
力
、
猯
体
に
お
け
る
女
性
政
鞭
の
評
価
脂
標
に

脚
す
る
試
論
－
１
郁
逝
府
県
・
指
定
祁
市
を
中
心
に
ｌ
」
社
会
燗

細
論
瀧
輔
二
号
川
三
’
七
八
頁

（
Ⅲ
）
橘
水
上
凹
子
「
Ⅶ
女
平
等
峨
水
法
と
囚
内
木
部
櫛
柵
」
国
際
女
性

一
二
号
几
几
’
一
○
二
面

（
Ⅱ
）
全
伺
州
人
会
鮒
協
狼
会
『
女
仙
側
巡
施
設
に
側
す
る
総
合
洲
虎
一

分
析
縛
』
、
同
『
女
性
側
巡
施
設
に
関
す
る
総
合
調
査
二
施
設
概
要
編
』

一
九
九
八
年
。
同
『
女
性
側
述
施
設
に
側
す
る
総
合
調
庇
〈
学
科
・
研

修
〉
事
業
に
側
す
る
調
査
報
告
課
』
、
同
『
女
性
関
迎
施
設
に
関
す
る

総
合
調
査
〈
学
習
・
研
修
〉
事
業
に
関
す
る
調
査
事
例
集
」
一
九
九
九

Ｆ
。

；
 

Hosei University Repository



一
般
的
に
行
政
シ
ス
テ
ム
の
変
遷
を
知
る
に
は
、
そ
の
組
織
、
人
日
、

（
１
）
 

予
算
、
権
限
の
変
化
に
注
目
す
る
の
が
よ
い
。
こ
の
二
Ｋ
年
の
自
治
体
女

仙
行
政
の
航
域
で
は
、
予
算
、
人
風
と
も
時
が
経
つ
に
つ
れ
て
人
幅
に
埆

加
し
、
組
織
も
強
化
さ
れ
た
が
、
権
限
の
強
化
は
や
や
足
踏
み
し
て
い
る

自
治
体
女
性
行
政
の
比
較
研
究
（
大
阿
・
江
橋
）

ＩＪＩ：ン指で治け１両１るのｉｉｒ
ｒｉグそし、にる様。要ｌｌｌｌｌ９Ｉ
政をこ示女丈Ｔｌｊに国求に猯
の総でし｜(ｋえ民公とが触体
脈合、て行らの；I；自誕れ女
史し今い政れ生対治１１；る性
をてⅡるの土活簸体さが行

ＩＩｌｌ細棚鵬Ｈ雛ＭＩＩ
しし沿えば伽｝）、性新ず誕

ﾇｶﾞﾄﾞIlli篦洲ぞＩＩｌｌｌＨＭｌｉ
/こしＩ！'：ら次れ打が「ｌせら

(;川ｌｌｔＺ繩糊Ａｆｉ
イに通認め行し航こま
プ｜Ⅲしめる政た域れで
のすたらた、－とはの
′￣る新れめ文九位地発

＃iliikFfI＃ｉＷｉｌｌＩｉ 
しな行つ民政年けＴｌｉ経
てら政た述等代る民紳
、びの。勅、後ことは
１２１にあそ、地半とくす
ｉｆｉ上ｌ）のＴｌｉ域にがにぐ
体ア刀愈氏Ｉこはで女後
女リを味自お、き｛'1ｉに

第
一
章
自
治
と
し
て
の
自
治
体
女
性
行
政
の
展
開

第
一
節
自
治
体
女
性
行
政
の
着
実
な
定
着
と
進
行

れ糖州なＴＩｊとそドノ］れ（|：ｉｌｉｌｌ：（|ミノＬはた
るをな人いで川れはたの、Ｉこに七、。’:ｌ

認:斌騨:ﾎﾞｵ脚WIli雌鰐
適で治を幌れ、司人も、三、、札政いＩ１ｌｉ

Ｍ'ＩＭＩ卿兀型:珊織ii鰯；
洲児瀦榊兀ﾉﾄﾙIi｣｣兀柵ｉｌｉ
Ｘ繩笑iKlilii,iii8XIWM;測締
･紺ｌＭ（年る北１１織年海没○八年の化、

鮒llil＋悪ルさｔ鵬Ｗｉ【i【|:''1剛
ｉｌｉ企域少たｉｌｉらて半よれ人京王げ、ｌＭｌ

ｉ５ｉＷ腱駆で些細２屯糊|県硲ｉｉｉ
、等た人へllli-ノＬし治、例、、神るの強
婦のが部旦行ノＬ八た体１，１外一編祭。’''１化

三ＭｉｍをKi(ｌ誰＃IｲｾﾞﾉﾄＷ蝿ｌ１翅
￣評llili鶏lIi1li鯛l1-2ni二二lill舩
企に企郁部はｌｌＩｉ多発識ノＬにノＬ九は。れ
ｉ１ｌ１ｉｌｌｆ画ででｉＷｉ浜い足劉ＪｉｉｌＩｉ七七、－て
局か調（ｊは岡ｉｌｊ゜当さ八浜ノＬ七一つき

こ
と
が
わ
か
る
。

Hosei University Repository



iiiii聯澁:塩ii鱗鯛:鱗＃

渉篭;識:;蓬鵬1鯛弧
｛灘iMll嚇蝋ｉ
蝋繍蕊鮒織鯉
鱗蝋鱗#蹴鮒
１１り゜特報年れ【三ｉ断課策京やに浜るにに政よ述

ｆＭｌ篦Ｗ蕪蝋継lW細'１２１４Ｗ喚酬
で諜受二椎たは残行で文Ｉｉｌｌｌｌｌ・が市が求教接
に趣け’ｎ１進はほつすは化ＴＩｉ崎多民生さ青で

は変のめ幟ＴＩＴ七１１ノノる拠年ノＬしのし就知の庁
、そ更一，る成ま、七役会当にノ,：首大て任事メ内
部しさ推司さた一年が議部格ｆｌ：長阪、し、ンで
長へてれ進ｌｌＩｉれ、ノＬの就に長上に級府~て肋（［｜

淵U,i1iK餓頂船側蝿鰹1iili二４%雌iii（
職進るこ部た府年川るさにれげ上ノＬ七｜芒ｌび、女
貝水゜の￣－，での県｜全Ｉれ就大さげ八年治局’二１Ｍｉ

鰍鮭鯲腱」iiiiw職洲ＲＩｌｉ賊Ｈ
成一卜はた連一ＴＩｊノＬもさて祁北たの阪うのにを
ざにＴＩ７．緒へ几、七あらいが伽自編市ら職よ椎
れ＿，長１１１会２七一八りにたあｊｉｊｉ治ＩＭＩ、、貝つ進
、幹で崎一七九年、、がる、体ＴＩｊ－当でてす
'二１部あＴＩｉをイｌｉ八のこ水、．－・はが九１１ﾉｊ術備る
治会つで－に四京の部一埼九、あ七か成成本
体上たは九設年祁事長ノＬ玉七一る八らさが部
女がが、八iiYilのｉｌｉｌｈｌとノＬ県セノＬ・年首れ災が
性設、－九さ札、がし七で（'１七ｍ１１の長るな設
行置そノＬ年れ幌一多て年は仁凹知福ががるｉｉＭ
政さの八に、ＴｌｊノＬい}ｕに、没年ＬｌＩ岡就、°さ
をれ後三副課で七。当知一世に、県（【木本れ＝
よて、’'二知長あノＬ例馴ＬｌドノＬさ設肋、し部部て￣￣
りい担の事級るイ,：え知を八れ置役一九長はいＰＩｌ
ツミる当設がの。のぱ蛎議○一ざ級九’４１に竹る
効。助般長職」上、や長（「几れで七ｉｆ｝首ｌ量・
的こ役割を1１ノＬ－ＩＩＬｌとかノＬ－１ｌ｝ノＬ体長と水
にれに｜ﾘﾉ務で州ノＬ当すら一九発年とがiii１１部

Hosei University Repository



る力Ⅱ女十はかいなな夕と緒は当日あの庁推
こし性分目しわるり１しさ調、課上そる脇内進
とた行にｉｆ】たゆ。、はてら整特長まの。ノノです
とこ政取体施るこ女条、にをに級た下をのる
すとにりか策プの性例女、行会がはに得調た

ii撚鰯臣鰯
蝋鮎艇臘厩牌紙灘綿ij鋤洲iii
－いをにさ。の雌度、と事，,ｉｋｏ例Ｗの行に

11職1繍蝿iillii
の細職にのンｉｌＡＩｌ[］るが女す常弓の、てす総
変に戯よ迦タ点家こ’ﾘＩ１ｌｌＨる的幹庶司雨る合
遷触がり擁|ををと確セ機にｚｌｉ務ＩＩＩｉ喫庁的
ｌこれ噸、をに／|ｉ、ににン関連ＬＩＵ進で内に

そる婦とを子補か｛/|；でる〈少当休置は

；l鮭:鰄鯰f鱗'戦鮒塗
、が宝へを合生専材幹たで職た行政傾七女項
よ多長じ女セ局’１１１の部が、貝･政の何招性
うかに性ン長職盗こ、そへそ内施がで行職
やつ識部へ夕にｔｌｌｌｌそ女れのれ部鞭あ柵政員
〈た１１１長Ｕ１、をが女性［｜女以にをつ成発の
一°しに館ｉＩＩＩ溢必ヤ'１行体性ｉｉｆｉは組たさ足増
般そた、長奈川要の政がのに幹み・れ当加

撚２州蓼l1kfi紙MiiiiⅧ￥爪Ｍ
脈'ﾐ|||王‘!(殿＃２捌段“＆
女況民がにヤ郁・とシ｜'|：識内なと女ま専
性が’''’三，１が北いヨ職さ部りい性た任

鰄:鰯lliiiii:鰭M鵬ｉＩＭ１ｌｉ
職一部氏がトナ福がち仇な’ｌ|：うで新職、

＝貝、職を大のリ岡採上ｌｉ１Ｉか職なあし員今

而にｉ灘ii瀬繍蝿§#鰍
iii緋liilM洲lii卯Iﾐ蝿艸研(1蔦
さきれ部木氏嘩や部女環あ低がし治ｌｉｄで

つ
い
て
は
、
巻
末
浅
科
編
参
照
）

Hosei University Repository



推女傭は知諏体元い内以て次女たな世にれ
巡性に週つ長女職。部前かま性性｜］緒つ当男る
体行よ去たク性員例仁の、た行セ治果ての性よ
ilill政りの上ラ行と外ど担｝ｕ、政ン体とき適職う
なが、実でス政し的の当当日１１ｋター女思た（［員に

騨蕊ill蕊､１１
諜・えぃ１１】でたいいて、し変専てがすこ半

とむて難でIii職たるあ女てわ’ｌｉ１Ｉｉｗ当るれで

鯰;鰯;蕊繊；Wiil蝋
ノー画よの行縛で［｜体く行そあし特てな行職
制やり事政をは治のな政れつ、にきく政員

．
一
一
ヱ
ハ

度
で
、
現
在
ま
で
実
繍
を
械
み
重
ね
て
き
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

〔
専
任
磯
貝
の
変
遷
〕

〈
旧
）

（
総
那
府
報
止
口
惑
、
飛
者
の
Ⅲ
き
取
り
調
査
に
基
づ
き
作
成
）

（
単
位
⑪
人
）

北九州市
福
岡
TIT 桐岡県

大
阪
iIi 大阪府 郁

ili 京祁府 川的 横浜市 神奈川蚊 諏土泉都
埼
玉
県

札
幌
Ｔ１ｉ 北海道

ﾉＬ 
_▲ｃ 

'、 Iｉ ､九
一

一

一 IiM －１ Ｊ 
＿ユー

ノ、 ﾉＬ 五 ’し７ 

ﾉＬ 
八
八

ｉｆ 

（旧）六（し） （Ⅱ） ←ハ（’一）
七
一、

○ 
～グ 七（二八） 九二六） 一ハ（一一） （一一一）

。、
且

已ノ 七
夕芦、

、＝〆

ヒ
ゲー、

五
～グ

○四

九二三） 八（二 一○（○）

一九九九年度（カッコ内は、女性センター等への派通報員数）

Hosei University Repository



○二○かＴＩＩ｝とえて後政の列でて施のに
三三五ら’'１かほばののそ今Ilj（的は検し噸よ’:｜
Ⅱ１１几六ｌｌｑからぼ、｜:’一こＴｌｊｌｎＩに‘]Ｐ討て減りｉｆｉ第
「．Ｔ・千六ら一倍北治ブＬでのを比）?：しいの女体三

!,111;iIi螺Ｉ鯏蕊鱒蝿：
艀ｉ揃当:＃;:鯨ｌｉｉＷＩｉ１蝿纈
勝りりいﾐJi旱ボパillig糊蘭iH縄般Ii
l上四Ｊ［四政に’'１た六にい－さるかげ、１１丁数iil・す
鮫Ｔ・ＪＩノＬ令、に、八1脚てノＬれのつち少の値上る

蝿艸艸剛新１１Ｗ膿Ａ２“￥ilii繩洲
天：ＨＰ'《￥Ｗ“Ｋ細)(ill紬糊洲!‘
西等、、Ｍｉはでは－るみ子八恕治いのに難がな

$州'1駕52；:211iii藍;|ｉ１ｋ隣
ぞででは七四、○わと北にの較多は調総たた

雌些幽６記』“XWli1(Ｌ（#,ｉｆＷｑ[ｉ
ｌＷ１ニノLililj9ilMi萸iili1lli畷嚇螂iliilji

て
い
る
。
こ
れ
は
、
女
性
セ
ン
タ
ー
の
設
立
時
な
ど
に
は
大
幅
に
予
算
が

０
 

肱
大
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
満
突
に
ｆ
算
が
岫
川
し
、
側
雅
が
定
汁
し
て

【
'７１ 
’１１１ 

IML 

一
Ｉ

〔
予
算
甑
の
変
遷
〕

■
 

’一八、八》一一唯一
‐
１
１
 

○
二
、
○

（
⑰
）
 

（
総
剛
府
報
北
口
水
川
に
岫
牝
づ
き
作
成
）

一
二
七

グー、

111 
位
●● 

二｢・
''１ 
－ 

ｂＬｌ・Ｉ１Ｊ洲Ⅱ 編同市 刑岡映
人
KX 
ili 大阪府

－Bm 

jj（ 

lFIl 
Tli 

午▲－

Ｊ』（

部
『Ｉ

川

崎
TＩｉ 横浜市 神奈川雌

!'｛ 
川（

lfj 埼玉県
ｲＬ 
幌
TI「 化海道

八三、四几六
＝ 

ニヱ
ノ、
＿Ｌ、

'、
、

○ 
三

１１リ こし、七円二
言
、

ニ

ノＬ 川、○五七 八、七六八 川三、○Ⅲ八 一八、し 七三九、○五六 １．、、１、Ｊｊ 
（脂）

■●● 

Ｉ Ⅱ 二○、三几○ 八二、Ⅱ一六 一三六、○一川
『しｏＬｌｌ 
、

八六八 一几八八年腹

（○Ｎ、、三川 四八三、七一四 四六○、爪し○ 。、１、ＯＬｍ１、一Ｊグー〃ⅢⅡ
。Ｌ・Ｌｌｌ 
Ⅲ ！ 六五八、三七六

三

ﾉＬ 
、

三

三

八 一七○、一六八 一一』、、一Ｉ、。や》宮〃一Ｊ二一 ｜、○二八、脚九四
●●△ 

几し、

一二Ｎ

●、空■」●、Ｃｌ■Ⅳロユノ’
→、

二○ 二二、三八几 ご一芸、八三三 一○二、○八二
ﾉＬ 
ﾉし
六

M｛ 

ＫＯし、八○八 四六○、四○八 二円司六一一 一、八．ユ、（八六 六二、七六八
＝ 
－－口

[リリ
ー4｡

′、
、

四 一江○、三几二 三七七、川川三 九一九、五三四 三Ｋ一、八八七
『式八屯

。、、ノく

八八 一二三、九六八
Ｊｆ 
二

、

一

二h
－４・

'、 （Ⅳ） 二○、三川八 一九几九年度

Hosei University Repository



Ｉｉｌｉ１Ｗ８(8兀蘭iiili驚一ＨⅦ;１１駅継妓X
のか千イ|寸分八ののき方のばの減る一にい近こ
j1nら’１１で休○側巡る、政なよ率。定よてのと

：ilifi“ｉ';：鯏鮒l2Milli鼎：*Ｍ１慕法
:lliifiIil(Wli:Ｉ１Ｍｌｉ州鰄鮴懇
ｊｗｉ－雛柵Ｂｗ：Ｍｉ糊柵くゑ：
：８〒炸繩軋鰄ⅧiKI《測辨（し
1脚よ’'１○ノＬでりあ女が子ilO［るそれ小ｌｌｊｉに八
ノノ１１う、fl：几き、ろ性掃算接･れてしＩｉｉｌなを
しに一でノＬたそ゜行らが’1（女でい、１こつ

洲;隆燃綱鮒:；:１１：

$;艀繍;藁iii蝿鰔
のばしこ｢・；Ili部す七のとののやく受対ｌｉｌ１Ｔ
ＩＡｌ、○’'１しをるノＬ変言は瞼上るけし治改
訳矛ｌｕ１、てｌｎｌこ（Ｉｉｉ誓え、い水とたて体の
はい：、－.みにとよをる女１１｛行二]ｒも例のｆｊｉ
、はノｉ九た、で（）苫・性ノノ政塊の外’１イ域

几ｌｏｔがをいあ
ﾉＬ報好もなるわこ

腿'1賑#iZ￥ｆ
でに作女今が乗う
はＩＩｊ成性ＩＵＩわ軌に
、載し行はかに、

!(抓併４尊絲
lwiK細撒測
報るｊｉｉをがなで

ｉｌｉガli1lI'|撒瞥Ｉ（
｛この、ししも子
よ政政、て、凍
り値令検いｉｆｉの
;AとＴｌｉ制る突項
猟一のしｌｉｌ、にＩ］
し致女たｉｉＵｉ１ｌｉを
たしＩｌｌｉがの業そ

ボ洲とＭ１１１%
瀬つにれ状Ｉ〕々
はたｌＨｌはｉＩＩｌ細の
し。１．総のま課

岡兀ｊｌＩｌＷＷ￥糟

｜
蕊
ｌ
」

〔
収
爪
郁
の
ｙ
仰
額
の
変
通
〕

（
抑
）

（
恋
企
帆
都
行
動
計
画
実
鹸
緬
月
に
藍
づ
き
作
成
）

一
二
八（
帆
位
叩
千
Ⅲ
）

合計

今日的譲題への対応（条例制定等） 推進体制 海外派遣珈業 女性センター
Ｎ 
(１ 

０ 

iii 
酬洗研究

蒋発

六二、七六五 二四、八四○ 一Ｎ、○六三
｡ 

、

－且。

'、 ○○○ 

－０． 

'、
、

－ｈ． 

'、

P９ 
－０■ 

'、

ﾉＬ 
八
○ 

l【

二四、九六三 一八、九二○ 兀二、六○九 九二 二八、茎八八
ｌｊｌｌ 
、

Ji 
lL 

lⅡＩ 一几几○年度
七○四、五脚 一六、四八九 八、八三川

ｌ（廃
－口．

’、
－．・

'、

一●

－－｡ 

、

八
I'Ⅱ 

ｌ（川

委託） １Ⅱ、、。□ＬＰ、Ｉｕｌ〃●０Ｊ四〃００〃 六、八一○
ﾉし
ﾉし
ﾉＬ 

ＩＨ 

Hosei University Repository



れ的関れ画をのｊＡ的

；繩鰯#癖
iiljiリ・に６１ｉはけｉｌｈｉ多さ行

MiIii鞠蝋i1i：
鰐蹴紘ｉｉ
比＋111：各でｒｌ１なｉｌｌｊｉ機、づ

ボゼ鮎魅ｌｌｊｊＭ\
先機は施さりをづ対計行

ズ能後策れ計司いしｍｌｉ政
i11i｣|旨繊ⅧNi行"；繩

舷:鋼&#雛
えたら義とを行良こ
るめ、満い行す〃《と
がに行づううる、が
、随政け。こた曝原
そ意機らｉｉｌとめ境ｌ１ｌｌ

ＡＷま賦繍ｌＭ
つ交たわｊｌｉ料ｈＩｌ所ノ［
た付、れ純等の梼二「
⑪税ｿ）るには子の’'１
の女。比含！;〔子で
対比校ま緬算あ
象同ずれは額つ
に参るて、はた
な［d１ｉノミい各一・が
つのけな局、、
ノニリリでいが三総
こ術はた所八ＦＭ
とＹＩｌｌｌｌ１め管二１(（
も１こ１１１‐し、の
あつで致て○’'１
りいきしい○倍
、てなてる八１１ト
ーIら、かい『|；千に
卯一つな梁ＩＩｌｌｌｊ
の几たい費で，Ｉ｡（
災几リドののあさ
付三項だ鵬るれ
け｛|：がが！；ｌ・て
は力、あ、でこい

将らるこあれる
やＷｆよのりは次
す』1ｍうよ、、’'1：

節
女
性
ｈ
５
－

体るら樅労ｌｕｉＩｌｌｉをもる－た会はねるてに
そとゆトリ働界Ｌ没つｌ］こ○゜識、ｒＩるとん１１（し

１Ｍ鰍Miii'（Ii雛輸卿鰯ｌｉ
公水にが、ｉＩｌｊｉしこ総、ま各’11．ノ［性、はｌｌｉｌｌｌｌＭて

;；蝋iiii鰍ii灘雛
’111ノこととにリーはし部き脂を丹。で光のがにを

Wそ灘Ｗ,fIM1irf」捌附雛ＭｉＨＬｌｉ
“iii緬蝿)[：ｔ：：W8iM￥両脇：
対ま貢しがにめ七錦ｌＩｚ内とて（１Ｍ策たを。念で
に。．、受注１１｝施しヨノ［［即こしＩｌｌｌをき性るｌＭ１」き

りﾐｻﾞｶ:蛾ｉｌＭｉｌ〈Ｈｆｉｌｌ澱。腱ililjilキ
ー胤煕マ：さ細糊ilUmIiji3k7#｜

兀辨iii11,%iiiijlillm鮭il11jliii：ｉ鰯ｌｌｌｉ
１#!;1鱗1M鍵蕊lillili駕搬

Hosei University Repository



'１|’おて部ｌ;（れい調称一考をにノＬ北の？；た述
奈りかのにＩj【た今１１〔’１１１几え雌、七ｌｉｉｊ動一に’二｜攻
１１１まら美はど日にＩしを七、腿ｌｉｉｌノＬｊｉｉきノＬっ主の

蝿僻繊;離繊＃
こもかこ|ｉダがし、の。計想の二年女応、か展ぞＬ、
知おら１，たI上「｜そ１１１１を拠知か｜ﾘ;し｜:１に｜)ＩＩれ体

塞蝿Iii聯鍬；鰯！
'↓ｔＷｉＩ洲〈llllM派燭l蝿鼎鰹Ｗ８ｌＩｌＩ￥輔
司のつ界あlfl取らが一め他ンし定さは人し、三

兀息AmiiⅦ＃Ｗ｝(織柵１Ｍ;灘剛号
糊きiMiガMl1肥鼎卿繊Ｗｉ珊塔iM
ll2まへにのらあばにノー代守ｌ］立し進奈一界のの

ギ亘欝幽ｑ：Ｗ・耶繊：脳|雌Ｍ鰐
シとさや。そき組にｉv（でこヤ|：とは八流的に

；製鰍＃ビキ乢鵡舷二iｆｉｊＭ

るく｜(I：鞭点｛１１の’''１かＩＩｌＨのわ界怠る会テ

澱ｨ;鱗in;)ｗ舵jiwlji薊選'2
柵'舳腔ilii1:蕊lil雛鯉
lUoiiHlli欄ＩＭに的滞れば満てンれ,,！

;繊蝋lli霊灘
ii鰍鮮蝋織1議嚥
側Ｉ施が、女開るァ異測るのなぐずそさえ

ｌｉｉ蝋lilllit臘僥Ｍとlii1i鳶ⅦＶ身
域６さ１（｛’１１｜いに110いノこ以をわし’11念ｉ国＝
''１１ノノオｌ県題るよｉｌｌｉ６ｌｌ１下反ばて際行神際二
に点るでに。り腿１のｉＭｉの映ｉｌＩｌｉい州リド奈婦○

iii１$iｻﾞMi#llIiFiif`ｌＭｉＭｉｋｉＦｉをイセ11*
ｉｉ柵1M&：同鵬徽Ｗ【鮒丙洲

Hosei University Repository



性がンな裏め
格省一が事腹、す
を庁因、業にiil・べ
顕ilillでいの、ｉｕ』て
箸をあわ成女やの

ili:蝋灘&
＃鯛2N１ｋＷ鰄
政での。でくいｌｌｌｉ性
のき場あいわし行
l上る合つ゜ばて政
較゜はてこ弓いに
U１－、、れ計|・るか
光九こエｌＩは、ｉｏか
へ七う業、どしわ
人七しの女まかる
西年九～災性りし行

&鋼＃M洲
府．で当りのの
内割なセ、吻調
に拠いク具き整
新イlillこシ体との
たのとﾖ的はた

はし言迫情れ全ビがい
巻て者つもる体各会目が

沓：力ｉＫ：ﾘ;Ｗ鮒艀
鮮能力i糊Mi墜喫５
参に治と国等とには類、

幽舩澱llL舵１Ｍ
る国たで進は上傾るが
。と、Ｉこにむのｌｒ１］傾後
へのｉｉｌ行はしよが向に

;織鱗１，＿し｜Ｈ１持通な性た特る

mIF1jiぞ澱鰡Ｅ＃
iil・たるい課は受に－，
画と外て題少け感ノＬ計
のい部、がならC八画
変うのＦ１多いれら五の
遥事「ｊ治いよるれ年ＷＩｉ
に情識体とうもるの成
つも背がい（この。ナ、
い影や後う恩のイ内
て響肋を２)’わ、ロマド

第
三
節
調
整
権
限

蝿郭腱11こＦか(關輔,Ｍｉ鯲鮒r栂E

iiPl灘□i雛il蝋
糾朏で鰄iiii3'1'剛を。じと卜、継子たし

;蝋戯#i蝿鯲亥柵iiiiili自立や衝にたと製同ｿjっ耶
規〈性ら要の女総ち商長な現き体参勧女に
定ｊ災行は性連｜ﾉ|：合上いのつ象に的画尚性課
上諸政、に携行洲げ司りてははな室とのク

ー（よさ但計つだ政縦る企１い、他施のの地ラ
ニ、れ当１，１いけでＬこ画ダる他宵策権’'１１位ス
ー女てセのてではにと調１日の庁の限で何の
性いクム（意な、はが縦シ治行01リ展は所上司
行たシ水識〈発なでＬ－ツ体政のＩｌＩ１司掌Ｌソ）
政。ヨ」HI1さ、足りき権プの領法に連、を女
担そン念れ調初得た限も場域令干絡権所共

Hosei University Repository



｣ｚたＴｌｊ員と識より１１こでン同こシかが設クたるク
さ、、の女１１１うｌｇｌでもま様れ劃しで趣う゜こシ

|Iiiま|磯鮒'11蛇雑ゼパ:ｈＺＷｌ慨矧

Ljiil職撫戦ｊ
雛難燃;
のｉｌｌｊるどる女、Ｚ（充、なクのつ当る体、えを
も計いへあ、にのをに分七Ｈｌ１か’1１せ進え与騨

M|識騨職
雛鰍繊蝋雌鰯

蝿lllllillilill鰯
11：蝉１１ﾈﾎﾞﾄiH刑；て）ＩｔＷスル雌}洲ＷＷ三

郷鯛ii賊瑚’1ﾙﾎﾟ|麟蝿
もしはい、にわ代人瀞る－１１リ、浜－１１ｹい爽成

Hosei University Repository



事女Ｉこで健援全一ネた緋とはの著権。のに
例ヤ'ｉ対イガ福助鍍九ツしら製の縦間でが，1,,；そ真
ににす成祉セし一九卜かい、場割であ侵デ業の血,１
つ対るさ局ンをヒワし１回’’'１合りのる害イを－に
いす暴れ、タ設年’、し談で意連・さネ行方取

鞍|醗澱
Ⅶ鮒iii澱Mii1々鰻;ilii鱸i：
案｜付での、幌性係ｉｌｊと機。、内談に性’、
が難あ女組Ｔｌｉｌ１１機でな側そ外部機はのク実
そなる性織保談関はるをのｌｗｌでＩｌＵＭｊｉ人や際

ること篭九発ノニプクい性関にらの

本６９i,)１Ｍ眺鳶iii臓鰄」鯏
後た試ｌＡＩ正せ、、侍に映が関ノＬ関の
のネみの会た一北さはさ持にノＬの解
動ツで職議゜ノＬ九れ、せつ対ノＬ協決

ボ,ﾘ灘耐hAlll殉維醐iriRlii
注１，定編は年で行とるネニ制係
[｜ク労励ｉ岡、には政がジツノ］のす
さを勘、県ｎコ、Ｉｎでエトまもる
れ通にツｊ北Ｔｌ『北iInii当きンワでと機
るじ対働九のノＬＩＵセるダ’にでＩＭＩ
・たすノバ州女川にク。Ｉク、解Ｉｌｌ１
ＩＩＩｊるｉＶｉ労’１１；女おシこのや１１９決の
ＲＫｊ権騰勧行性けヨう視．ｌｌｌ：に．
解l1Iliif福政労るンい点１の取｜
決の鰐祉惟働’）のつをデ成りデ

鯰;鰄麟鱗：｛１＄｛
Ｉ１ｌｉ令莱、［１１関参な（Iりる卜突の卜
がＴｌｊｉｌｈ偏心述画イな行を紬でを
商でＨ１岡と緒をニネ政通があ行
まあを次な会推シツ分ｃあるい
つるし性り議進アト野てつ。、
て力《よ少、こすテワに、た実そ
い、う年北をるイｌお女。際れ

自
治
体
女
性
行
政
で
は
、
女
性
セ
ン
タ
ー
の
活
用
が
そ
の
推
進
の
一
つ

の
手
法
と
な
っ
た
。
日
本
で
は
、
第
二
次
Ⅲ
界
大
戦
以
前
か
ら
、
婦
人
選

挙
権
迎
勤
や
売
春
防
止
対
策
な
ど
の
運
動
を
展
開
す
る
民
間
の
女
性
団
体

一一一一一一一

第
四
節
女
性
セ
ン
タ
ー
の
活
用
と
い
う
手
法

Hosei University Repository



夕教11Ｍ施夕な｜'ＩｉＩ１Ｉに各施し性ｌｉｉ１地立がＩＶｉが
｜育解女投１つ総談櫛目そ設たのが域ち、ｌｒ１１、

つ鯲咄＃織湖催鮎ｔ」1li1iL鮒iijlﾙｶﾞ

灘i嚇蹴聯DwH幌九。とｉｌＩ、ンＭｌｉのＴＩ『て年教にめけ婦とと政ろ休

嚇蝿識鍛譲1蝿i
ii＃ＩｉＷ;iⅦ総脚鷺馴＃鵬“
;孵蓬鯛ii葬鱗鱸蕊:鳶
伽`…Ｍ鱗i；鯰蝋賊
''1繩ｌＩｌ１#1M郷i鋤艸w雨釧；
た七州しすセノノた（Ｗｉ、勤す要は人ｌＥ１館ｌｉｌＩし
゜ン人ていソと女、特はる望女会行を体九

以司の’二ｌ７７ｆｌ「1(ｊ夕れ九一識わ八し夕の侍らこ

雛鮒11繊{蝿
鱗撫1蝿蝿僻
蝿繊iil蝿
;:liliK剛iiiＭ…ニー､'''''㈹朏

燃澱蛎１１１鵬
のこ（1１（；１１１しめ文セリ゜でのな－．提七ｉｌ１Ｉｈに
先れう〔）す、の化ンいまは公がノＬ供ン6Ｗをな

Hosei University Repository



参偏女センータンてダダ上がしフーにな進
ｉｌｈｉ剛性ン夕１１；１夕こい１１１グ女たオＩｌｙｉは女機』li

oi$洲雛鯆澱，！：

!【蕊{騨磯
９鵬h1iiMi二Ｗｌｊｉ蝿!'{勢維|郷８冊
ｆＩ：ｊＬｌｉｌｉｌ合ノＬセヤ|：実セセ立Ｔｌｊ股女よ時心
に１両１，立ン七九ソセしソンちｌ、立ヤ|：り１０１的

＃＄現↑饅！灯ijlW鮎}|{こ鑿％糊|【鰍|；
Ｍ孵十：ｫ!“２朏ＭＲ厭締型佶城
だ女はミれ多民イドとしわ人うし輔北一館てすで
け平、力たく営以がてゆｌＩｌｊにて瓜をノＬＩ］位べ女
で聯女ス樅の型降で１１｛る細女い館設ノＬのii1（て性
なを性へ浜ｌｔＩのにきlijl公七Ｉｌｌｉる［ｌ立三セづの七
〈ＩＩＩｉセ編女治セ没ろ法設ン七゜をしイドンけ〔ｌン

１１；ザ；Ｗｕ腕＃`;Ａ鮒ンilll緋ｆＲｉｌ１
難ｉＩＩｉモド肌￥lHli淑邇ilMXiiillトヲ研側
学め目あう高中お調迦と奈聡なじ女オる性設
佼の治るZ、いでり7ｔ宮、川史どめヤ|：’。七が

lliiilillWN1M鯏輔LWf概総
トI：な行Ｔｌｉし的のは、○な几一まきこ、かれ

桧蝋；て繩|ビビ針Ｗｊ８１Ｍ耐ｆｌＭｉ

烹騨liili蝿灘＄蝋蓬薦
敢地開ｌｌｌｉ八立｡多と、夕談し立館しノＬＴｉｊで
婆域し七八ちこ〈に［１１でたし．、ノＬ火は
なの、ン１１：」：うが分ｉｆｉののリド、ク大子：な、

Hosei University Repository



合し会（|：をでりＩｈ１でれはの

雛｛鰄蝋
れ性にれ女’''１性没と年かにの女性

ii1MlIi鯛鰡淵灘慨
を緒す余クリ発、：ＩＩｌＩｌｉＩ）体けでＮ
代集べ川１，足女ｌＩｉｉｌトⅡ、にが１１Ｇ
表してりｉＬの帝後Ｉｌｌｉが（'（女よ強、Ｏ

：二舶繩'(Ｈｌｉ：＃ミル鯰
さ行九’'１：、に等’２１がさ京政川僻な連
は八が平ＩＨＩの治スれ邪が崎を女携
、二迎鞭与委体タ、Ｉ|ｊス婦ｌｊｌ１ｌｉ

雌＃繩雌llji鴬↑艦Ｍ
ｌｌｌ司るfⅡめ女性しさに卜絡いを
県かこなる’11;団たれョし会たI'１
のなとｎＩｉ等ト１１体・たlTi｝たＬ゜心
審がをノノ、体とこ人。が川に

趣Ｍ：liMMiill臓鼎多
等性と｜(|：の表催Ｊ：（,ｋＴｌｉさでく

自
治
体
女
性
行
政
の
特
色
と
し
て
、
行
政
内
部
と
の
迎
鵬
だ
け
で
な
く
、

外
部
と
の
連
携
が
顕
苦
に
見
ら
れ
る
。

法
学
志
休
第
九
十
八
巻
第
三
号

役
割
を
持
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

第
五
筋
外
部
と
の
連
携
と
い
う
手
法

簡囎Ml＃iliif選尺〕ijli鰍lilIiWさⅦ繋
腱撒螺Ｉｆ舳鮴雄ｉ８ｑ糀叫”
il〈郷ＭＷｉｊ脈ルゼｗｗ吟‘何’
冤刑M1叉wi腓Ｍこけ’ｕ元Ｍ１緋
'１，だ.脳な‐'］'鰯で'11):Ⅱ細M“
iiiｲﾘｊｌＩ鰄灘綱ijjiビザ
；熊||縮iiM:t;継鯛

|鱗||蝋懲
度ｌｉｉはさ七ｌｊＭ'|：成ｌＡｌ性れ蝉１１<ｌれ従ｌｊＩｉと職
のと、れ四のｌ１ｌさで行る視機ろ事｜)|’し１１１
会のり）た剛人体れは政よさＩＩｌｌよすしてざ
合述久・体き会る、をうれ￣うるて地れ

Hosei University Repository



１１鯏鯏i詮'罎糊＄蝉lli$#鵬
二ｋ玉訓！しの町｜:’し、’1|：つ合識とはｉｌｊてす伸二
役県艮て担｜､ｊ治た目行いがが言ｊｍｌｌ１１きる女項

舷;紬;鮴＃蝋:'''1報洲息

iili蝿瞑l1iiIii澱繊
ボ腱iili兀朏Ｈｌｌ１肩鰕lilllk側iiツ摺
型班践)ii蛾lMl1I“１Ｍ18111蛭lli鮎
峨畑州Ⅶ＃騨桝M|鵬iii1%８'ミ
７１るｆ'１。'）政、あと促求を'１Ｌｌに’'１施待県と地
匿厨７兀i,)§元々Ｚ鋤llll總|了挑iYW學
玉らノLII1I課九北ＷI：とこす町１J、こき、、の

雛ＩＭＭ曇ⅧＨ‘紐Ｍ洲i緋iiiMllf
し、か人議よでｊｌｕかどとよで役ＭＳｌｉｌｌｊｉｌ［し平
いｉｌｉら’111￣りは緒つをも性は習'１難ｊｉｉＭ｛て等

蝿で搬々郷Ｍ２ｌｉＷ諜郷WljliT臘挫

3$iiiliiiiw<Ｉ撫聯#雛1鯛；

i蝋|瀞ｉ
絡父らげ施iYilFそ|キビＭ１紬＃鮒'』し＃

二緋幽にli1§《ＷＩ２＃ljll}編￥|洲
でｔ幽刷/(紙燃柵&郷ＶＩ４Ｗ８

撚撚1聯$，鱗i:!i饗

Hosei University Repository



施鍍両すい苑あ総のるるは

聖憐~賎ijqMl螂繊誉Ｗｈの第
に影災とま、総のにをににえらま国三
、轡施もたｌＩ１ＩＩｌ１Ｉｌｉ、（)'１述、る大でか項

麟灘;騨雛：
父lli兀州fiIﾐi【辨競

iiH哨蝋鮒;（
XWAiiillM厨鯆鯛維

；鑪繊Iliilill
i血ｉｌｌロー提を流と様uｉく女
社治ツを’１↓ＷｌｉＤ１＃しな_三性
会体クＩ)Ⅱし）］業た計でっ行
』（の会（１Ｍてにで、画ああ政

す例
るでこ

11＃あう
例るし
もがた

あ、１１M抜
く万１１茅
こ、、,い

れ巡祁林
に憐ｉｉｉ第

Ｒ：li((し
て各が八
は〃リ巻
、の｜

第１］ダ第
三治１二
章体シ号
でがソ

触対ブ
イＬ等を
るなも
こ側つ
と係た
とでｉＩＲ
す述鵬
る鵬１１１
｡ 

噺ルヲ,:,洲脇li1継全ぞ灘』!'{蝋＃
の画んら治ののにいは行で致う感刻にダてさで

ががでれＩl`でＩＭＩお－’、貢、でいも化歩Ｉはらあ

繩2m川州＃蝿|Ｍ;暁川iii

鍬鱗鮒;鯨|iii

騨雛騨繊
鮒羅鯛蕊雛搬烹
を同作よ唆いらてで仁へおＩＩＢのに、さお
み参業Ｉ）をるののあそノＬいら１１イよ首か１１１・
てillliに義与衆女いるの条てい政つ長けの
い』（取扮え参’11Kわ゜施一余で難てのに彫

Hosei University Repository



擬溌離
&辮鯰!{悪殿鰯輔
Ｌは存なをパ・几':馴測軋洲ｉＩｉ：を、在手ソ（プま六
も多すｉＡＩＩＩりたＨＩｉ特を言し’１１女いの１１゜
とくるに（Iリツ、のによをてて｜Ⅱ；た意に政

え識血フミも１Ｍ、論ｌｕなヨリな｜卿
ノーは一つ施のけで界つす凰人つ迎第

溌舞
蝋｛繊鞠wiiiwii‘
１与会にをさ：１１会同とや孫にの

に
作
成
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
い
っ
た
艇
望
惑
や
「
女
性
行
政

ブ
ロ
ッ
ク
会
議
」
報
に
よ
り
、
剛
は
地
域
の
課
題
を
適
確
に
把
搬
し
、
旧

の
施
策
に
反
映
し
て
い
っ
た
。

Hosei University Repository



一賎鼎肝騏|$オliiiilm)li-権で灘X

雛;i熱蝋；
糊；鯛蝿灘｜
綱ii継繊撚鰄糊|鱗：
Ｍ際獅塩蘭８ｋＭｋ蝿肖際|リビ薇
界たたさて計、illliイI：･て、Ｒ１回１って別れ廃し
女例・れい画女に仁そ、１１１治111たは撤以条て
性６審たるで性反向れ政崎体界。、廃前約女

裳瀬iMilil柵！￥Ⅶi'〔：＃鳥紬鮒
に・等で体を鑓せので議京る会めを計〈Ｉｊｌｌ
はナにははり１万る婦なと都が雛て批画意撤
今イ女ど少記ｆｌＩと｜人〈同１１:ｆ、で印ｉ(ｋの識廃
回ロ性の数し決締の、l1Ii、北は象す［|’す条

のノノ１１交会会みさｌＩＭ定た登治きいクゾビノノさ調
最の流理’一とさせさすたま川体なつシな￣らＩ'ｆ
先承・事がしらるれるめたすで役たユ識ににし
端認研会あてにこる矛か、るは！;リョア論関、た
のを究とる、、と司定、北な、を女ルをし北全

ii;轍鱗辮;灘;;i麟

溌llU熟灘ｉ
者際とジ述司せｉｌｌｌｉｌ汁大貝つるし訓・現対派
と会しア経女るにク画きとかのンｉｌｈｉ地す過

蝿憂馴llli1llim鮒t；そ８姪珊鮭

Hosei University Repository



図
辿
婦
人
開
発
払
金
（
ユ
ー
ー
フ
ェ
ム
）
の
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、
ユ
ー
ー

フ
ェ
ム
国
内
委
貝
会
の
協
力
・
支
援
珈
難
を
主
要
な
耶
業
の
一
つ
と
し
て

（
柵
）

取
り
組
ん
で
い
る
。鱗i鰯f輪織

民

就はの②の、○○改○行二で六リｉＬ休一上1(［
征、甥lllll鍬各ＨＩｉｆｌ：称年政１１：あイ|：・にけ'リlし
し女合二合’二ｌ１ｕＩ１ｕさに単にろに脂おに、
、性は頁は治）】）１れョ独一･jｕ定けっ政

織蝋；霊ｉ繊
螂塞灘締幽繋！'｢洲の要長゜ると管

継織ｉｌｉｉ蝋にしろ

晏篝冊：鱗ｉＭ
も、

大現
き７１；
なで性さ八Hｆ二論口搬
役は青れイ|：はりチー子；腿

目
流
体
女
性
行
政
の
比
較
研
究
（
大
西
・
江
陥
）

鞭四千と四千Ｗjこ’ｚ汎け策どムあ辺こ女ＵｊﾘilZ1U室ｕ１ｊＩ１
の’１１、’'１予れ￣るのへるの性Ｍは長を
ｌＩｌｉ総が神一と猟は総一ｿ）椎総六が北他セＩｌイの人ｉｌｌＩに三果
巡ｌｌｌ１ｊｌ１糸ノＬな額－１１１九女進1J11名、九にンＩＪＩリ,Ｌ縦糸就剛土
状府わ１１１九るとノＬ府九共状ｌｆｌのこノ１１、夕法のｿ）１１１（ｒ氏し

幽厭ｑ航。ゼル灘鰹厭鯏IljlﾂﾞiIWlii雛ｋ'(１５
－逝合人庇て（|：｛!；iihi-近員に女会ア岡政同、。民る
九ｌ１Ｖｉｉｌ･雑、い六に社九府が、I1l：館ミＴｌ「は参女’１１１°
八リi1:三合一る月は会八リｉＬｌｌｌＩｌイセヘカ女二iilji（１１：か
八及１１セノＬたの七の八及lri]団ン三ス’11:八諜七ら

fl:び一ンﾉＬめ知''１形年びし法夕名へM1俗とン｜面１
，脂、夕九、’'１，成、慌て人１がの＝てはクＴｌｊ

;鰍鱗離;j蝋:鮴
1｢｛お’'１と猟卯え’'１に府おＩｌｌｉへいは幟とのｊ造
りiしけとし額瀬たとＩＨＩ県け交のるそ風なノニに
及るなての’よ骨紀リー及る旅ｌｌＩｏのはるめｉＷ
ぴ卿る三m(一’３城るび鼎・向内一。、（Ｆ

鯲・計１５職雑ｉｔ獺Ｒ再＃；L
iilllMI、あ、のての都|H１フは台で七夕そ
市す－わ三みいIlk71『すオセであンＩの
にる四せ川のる雌にる１名ある夕の後

お他ＪＬる八当力ｉ状お他うでるがＩＭｉｌｉ同

－Ｃ 

ｌｕ 
－Ｃ 

Hosei University Repository



一'Ⅱ学幌'可i'i〃imjilj迎遊掴幽幽元結if型M蛾○月法務ilT局保エ遊民な当

繍織1蝿麟
藏噸難ズ耀諏蝿ili灘戦…,に九災,艀

臘2鋒朏､同測謝ｽﾑⅢラボ鯏栂Iil璽
溌グリニＴｌｉ童)同）も授礼九いの

Ｋ凰纈、元号部センノ］救福】Ｗｉの助幌七を，:I

iIi職i鱗ｉ蝋ｉｉ
ｌＨ,扇iiiiilW蹄

ギルw1含lil｛ＩｉＩｄＫｌ､側辨１，－へ汽性道
１１年一社部札’幌み北ＴＩｊ地改一男の五に府

ユの遡辿変九Ｕ辺移れ型央第川〔部ノＬ翌乙女丁!；翌一

三iIil'纈黙而践lil猟ﾂﾞ#鍬鮭M＃
ムを法ｉｌｌ、にノＬ九リリ）と゜はノＬしにＴ１Ｉｌｌｌの号法閃

illiWl#:ii雛$〒鮮蝿|繍圓綱
$畑鍋JR鳳鍬Ｈイリ!;Ｗｉ睡獅

灘：iii鵬擢＃蛭賊露燃
但女は。当Ｉｕた鮒拠七いて六オタが号煽て

磯ｉｉｉ灘（珊糞聯
・研エツロでし－｜立東一・れ設

灘鑿：三ＡＭ擬iM1酢両
ＩＩＥ１１－畿○年・さクイド大ヨナ
ラ１ﾉLｌにＬ○にクれしに板ヘル

ii背iii'ミ繍邪ＭｌｌＩｉ鑑
、会が－にざ［|’る阪南－ご陽

Hosei University Repository



＃化tlll:８ｔ艀雨鯲,と，
政発、のｍ１て別た必の行治
に腿こ’'１念表の外嬰必う（ｲ《
おしの心先れ撤部で甥付ｉ次
げ、ｊＷ１核行る廃のあ’１１：域性
る今念と型こをＮつをと行
）,Ｌ１１はしとと求Ｇた兼は政
本に、てもがめＯ〈’しソ‘しは
１１Ｍ至時常い多るとざ示な、
念つ代にえか強のらすｌ〕法
のて、ＪＪｊるつい関にた、治

４幽伽Ｈ':雛,ｲ惚隙
か。、念へ日がは治（よのの
なそ人をの治ま、体｜ﾘｌｉﾉ《下
傾こ々意要体ずＮ女確i1t、
向での織望女何ＧＩﾉ|：なの法
を、意すに性よ０行」,‘根↑ｌ１
ｌＩｉｉ以識る対行りの政本拠に
次一ﾄﾞのよ「、政もＩＩｌ１が１１１１を基
検で変うしは基かＭイ念欠づ
訓は化に、こ本らノノのくい
し、にな影う理ｿ）側提のて
て［１よつ響し念女係示で課
み治一〕たさたののをが、題
た体て。れＮ強平結よ』（を
い女深そ、Ｇ調等んりIllH没

第
一
項
婦
人
の
福
祉
の
向
上

女
性
行
政
発
足
以
前
か
ら
自
治
体
の
諜
麺
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
も

の
と
し
て
、
「
婦
人
の
編
祉
の
向
上
」
、
「
婦
人
の
働
く
権
利
の
保
障
」
、

、
治
休
女
性
行
政
の
此
校
研
究
（
大
西
・
柧
橋
）

第
二
章
日
治
体
女
性
行
政
の
剛
念
の
変
遷

第
一
節
基
本
理
念
の
ゆ
れ

当上鮒i1舵ｋｉｌｌ{WiiliMl脈,：,Ｒ納身ｍ

ｉ雛IiL蝋繍|Ｍ１
灘鯛離輔ｉｉｉ
に二「婦閲ば’'1：教保に分たｌＬ心のま性たの。訓体

蝿鱸ｉ蝿；亟議鮭鮖Ｈ↓!：呂繩
労燃、の七行でん、を'４繩,i,|慨鮖脚

Ｊｉ：鱸燕糊諏Wi1#銃ｉｉｉ繭！i〔
二繍灘:!擁鮮餓瀦f1iijlii
縦f〔｝iIli蛾隆１噸|洲『１繩愚剛

Hosei University Repository



鯛！#鐘溌繩§繩Ⅶ几諏

1蕊ｉｌ蕊川
を艦mii“雌１ＭiHl紙繊Ｍ鯲晨
'１１Ｉさ３１，１｢ｉし年と分はＩ］会代ｃのざ雑ソ）そ
ｉｎせｉｌｌｌｉ－.すてので堆人附議前た偏れ（'Ｉｌｉ女し

茄川繩ｗ挫き軒瞥大煎iIiimlW,と降す

灘雛H灘
1職)鰯11Ｌｊ
川舷川洲鮴螺織

Hosei University Repository



織携ＩＭｒｉ態の（１）にがけそ（；展
しのをＩｌｎｌうや提ＩｌＩＸｌ当るこ)ｊｌｌ開「｜
かｌｉ１ｌ図ｿｊツノツブ言淡し然ｿ｜でのざｉｉｆｉ第
し（ｌＩｉり例（i力働かの、の女、（「れ休二
、を、ノ,いこⅡりら允家課平１Ｗ〈I；て女項

ｒ１１ｉｌ１含婦ｊ((ｌＩＨｌ題推奨腿題等しはい｜'|ｉｆム１１１め人ル，）すをillI1やととを〈｜膿た行働
'[ｉに、労、ろ適で係Ⅱ：さソミ允然に政〈

腱お'ｉｗ働iM擬切さｆｉ１ｉれり』足ともの権
!';：州Ml9lb々|;lliii屯：ｋ捌糊
i1iW1鋤iililｾﾞwllli脇淵＃洲僅
lli鮒＄鰹,i#'<鮭紬脇ｒｌｉ
Ｏ｝腿総、～よ決大くめ、ＩｌｌＨＩｌＩｉさ雇、
先ｉｌｉ合調当うす阪求の女の行な川さ

天す的整時求るＴｉｉめ悩性（町政｜|：にま
iwiiilk実丙￥ｆ脈馳#鮒縄

&蕊繍;繍11::１１
助しを｜ＭＩＩ,In1な労撫たがす１１，て不（１）
行て侍と県援働雛め｜］る１１１い平行
のいへつので肋の会の治こにた等政
Ｄｉるこ組ｊｌｌ１Ｉｊを実罪ツｊ体とお。、が

６．念援り
なのが－

お’'１必屑
強心奨の
〈がな配
J意司女慮
識婦’'1【を
さ人にす
れのＡｌる
てＷ１ｉ１・視
い111る点
るのＷｉｉ６
ｏｌｒｉ］iIl侍
」ものつ
ｌ－ｒｌ（て
か甥い
ら↑'|：る
他は。
の、こ

視Ｉ］の
点治よ
(こ体う
彬女な
つＩ１ｉ、

*Ｈｉｉｉ 
ｌｌのな

でＭ文

＄鰍１１Ｗ！：M<鯉蝋：そ騨湖'ﾐM1野

:蝋墹醗
て（でま、てし鹸欧に"に〈で働州艘朧

Jji蝋辮11繊
螺：ii1iii$鮮耀llll'ミ鯲醐！

Hosei University Repository



ＨⅦ班

蝿llILi：
#1Ｍ：女iii性

附浦,蝿
lliiム鰈政分
：iIi雛iiT譽
教ｊＵｌれつ、識
ifi位、ノニリ）の
がのそ｜IIJ１次変
－１イリの定平革
燗」ｚ手（１１野
晒に法ヤ|；を
婆はとUllｿ（
１Ｍ次し役ｊＭ
さ｜'|：て１１lりす

\Ｈ灘Ｒ
、覚啓．uしめ
戦の発識に
後強がのば
か化雨変、

！,しる？似養編なしたうンは難多
で。~溢成IMIくてめよが、へさく
I［実金満リ｢し、Ｉよのうり従のらの
ｌＩｌ：際ＭＩＩ座、奥、弓に｜釆対に壁
、に?〔が柵際Ｉ:ｌ女なダに応、が

総i鮒ｉ郷iii
HiiⅦ搬洲緋艤＃
難しの桶各際ｉハ施｜'|：、題上すり’八
がて：ル岡女の１１１簸がｌＬＩななるにを

jjj-Wlli＃；“9鵬臘峨鋤
し几修びンハつれ（|：女、の、ててご；
てノＬｒ編ダウたてWilIl訣女必女い’Ｊ

猟1ilii鰯:iii11鱗＄《
イミヴｉ女、供な・しｌｌｉ担化）1｝
まＩｈｌ１ｋ女し文起、勝当じす

ｉｉｇｔ靴石灘W1t；塩Ｉｉｉ
補て家業るけ援すてシこの
岡い支家・でとる彼ヨイＬ企

感る染はな大教ｉＴＷｉｉその家別のｉｒｌｉとてら
じ通を今こりｊ阪室（［｜川こ変ま庭撤ＵＵ等すしのｌ(（
る識あ１１う性１(｛がをＴｌｉでＡｌ［たｉ;｜廃係学るか帰り
女ＡＩＭげでし支ｿ）Ｉ|’負、腱を、必条部校判し人組
Ｉ|：「I〔て（）た配女心う北Ｉ)}１促学修約）ｈｊにｌＩｊｉ、教ま
がをいＤＭ、の｜,<イで能ノＬさす佼を批におがそ青れ
噸災る念社（|：（Iﾉﾘあヘノノィ'１れた教求ＭＩｉよけ強れをて
１１Ⅱｌｔｊｏと会事ド|：る２をｉｌｉてｙ）両めにるるまださき
すり．－しの優会。身辨いにだる前対ソ）りけらた
るる方て愈先づ一にのる、けよ後肥女、でに教
何ｉと、ｌＭｉ識社〈方つよ事ソｊでうしを平［１は充育
lイリ、近りの会Ｉ）、けう業Ｉｌｌｉなにて促等治社業姿
がり）年込変をｌｌｌｌｌｌるにのにくな、し教体会さ圏

眺ｉｉｉ州ＷＭｆｿ1ゼツ,､碑':瓦“蹴
れ’上流、促す、人の’'1：はる甥。佼その行の｡お

“＃1$賎ll1M1M1ii例}i梨高て$,,で織る
・しⅡ（政迩け

こ女市がめなをＴＩｉ教すえの腿等、をはを社
れＩｌｌｉ民腿の講対女窺ろば必、学一甥、変会
ばかのＩｌＭ教座玖ｌｌｌｉ、ｌｉ１ｌ神ｊ腱地佼ノＬ求小え教

、イくり）さｆｉをに協育修奈ヤ|;域に八し学る行ｉｌｉ教１ｉ女れ藤展し会リ11や’１１６１(|：おノ［、校この＿Ｌ
育等平、苑｜刑ノこや放り）県認会けイ12教、と一ハ

聡鰯洲そり,１Ｍiくり;iii鋸帆艸ＭＩＩ
鮭ツｌＲ￥IijlMili＆iiilH澱;鯉撞ｌｉｌｔ

Hosei University Repository



第
四
項
総
合
的
な
自
治
体
女
性
行
政
に
向
け
た
意
識
の
高
ま
り

自
治
体
女
性
行
政
は
、
こ
れ
ま
で
「
禰
祉
」
や
「
労
伽
」
と
い
っ
た
酬

堆
ご
と
に
把
掘
さ
れ
て
い
た
女
性
を
、
「
女
眺
」
と
し
て
総
合
的
に
捉
え
、

そ
の
地
位
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
発
足
し
た
。
し
か
し
、
す
で
に
僻
燗
し

て
き
た
よ
う
に
、
初
川
の
目
流
体
女
性
行
政
で
は
、
螂
人
の
抓
祉
の
向
上
、

と
い
う
性
怖
が
枕
く
残
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
当
時
の
行
政
川
譜
が
「
州

自
治
体
女
性
行
政
の
比
校
研
究
（
大
西
・
江
橋
）

いとの九識が、りことでうて紫
つど計七さでにとしさきにｊ１ｌｌと
たま画年れき児やてらるな感し
平らでの、るる、、に。つでて
楽なあｉｌｌｌｌｌｌ１力こ￥学、たあ矢
がいる奈念をとｌＷｌＷ－.とつ敗
盛、ｏｌｌｌとつがにすノしいたし
り女そ県しけでよる九う状土
込１１１１こ、てるきつこ○発洲Ｉの

繩でスザ“てたＩＩｉＨｉ鮒
て休施几込うう女け、緋脱な
い的策八求司しｌｌＩｉで特果しく
るなと年れｴﾉこがはにでて､
｡スしのるン１１１１さな化あ、む

塊:譜；Wii〈､姿’１＃ｋ
ア、都に１解ま学搬ＤＩＩ別そ
ツ従、な〆決な習以災のれ
プ未一つンに状し降の災ま
やの九た卜｜：１汎た、成態で
起婦九．￣らを結教梨をの
楽人ノＬ例の収ｉＩｌｉ染ｆｉと｜÷１１１自
家敬年え重りＭｉを藤言党差
の青のば要細「１１突発うで別
支のＭｉ、性む、賎のこきに
援枠浜一がこ肯すＩ=Ｉとる対
とに市九認と定る、(］がよし

１月：獅螺Ｍｌ鰹Mf臘万繩＃

ilI蝋溌蕪iiliれiIi

2？溌蕊'１
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醗職`|i総Ilj雛！

i蝋Ｉ蕊騨
繩Ｉ|川：'Ｍ〕漂鰍川ぞ|鰍
￥ｔ糊'８峡ＩＭＢ鰍M2lIiやliiWI殉

成を隙雄がといその帳に
とま図し別確平わこ文しは戦
はたるて以認和ゆで侍てりｊ後第
、、こい外さをる、をき噸に－

雌_;1蝋'1鮭繩：

i騨繊lli
i蝋鵬『統繊：
炎でｗ｣鮒さじ＃朏遊洲
現は平の、でのの多論拡等

ii:慰洲iii鮴Ｍ#;'《臓

議Ｍ鮒灘iiilil1
のの災でよこ蝉はえ女とた
た達現係ると砿、る性二1｛ぬ

一
川
八

い
る
状
況
か
ら
、
男
性
も
女
性
も
均
等
に
扱
う
「
男
女
共
同
参
川
」
で
は

な
く
、
「
女
性
」
と
い
う
名
称
の
ま
ま
が
よ
い
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

愈
兇
も
根
強
い
。

そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
側
治
体
女
性
行
政
に
お
け
る
女
性
問
迦
や
Ⅶ
女

平
等
の
認
識
に
つ
い
て
さ
ら
に
詳
細
に
検
討
し
て
み
た
い
。

第
二
節
女
性
の
人
権
論
の
変
遷
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的いい柵践Ｉｌｉとあウに

聡jiim\ＺＩＭｔｊｉ々ｉｌＩＩ#'第
の水（１）いい〈施まンら体二

關雛聯灘；
$獺!{；舗燃臘
政の題別都がＺＡ「た女樅って論
の解でさで女｜ﾉｌＨ･性利た、

i擬ｉｌｉ二Ｐ

ｉＦ１ﾐ篦ムiLi響蝿從蝿
る基れＩ|：的の司目後れｌｔｊｌ
と水てとを実女的でた繁

め
に
発
展
さ
せ
う
る
平
等
な
権
利
、
機
会
、
責
任
を
持
つ
べ
き
こ
と
を
意

（
Ⅱ
）
 

味
し
て
い
る
と
さ
れ
た
。
ま
た
、
別
の
あ
る
日
流
体
で
は
、
男
女
平
等
社

会
と
は
、
男
女
そ
れ
ぞ
れ
が
、
そ
の
性
別
を
超
え
て
個
人
と
し
て
尊
重
さ

（
冊
〉

れ
ろ
社
へ
云
と
定
義
さ
れ
た
。

（
肥
）

さ
ら
に
、
女
眺
問
題
は
同
時
に
Ⅶ
性
問
題
で
あ
る
と
も
広
く
い
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
が
、
他
伽
で
、
「
男
女
平
等
の
社
会
と
は
、
婦
人
が
『
男

（
、
）

性
化
』
す
る
こ
と
で
は
な
い
」
こ
と
も
確
認
さ
れ
た
。

第
三
項
男
女
共
同
参
画
論
の
登
場
と
定
着

女
性
問
題
の
解
決
が
、
的
と
さ
れ
な
が
ら
も
、
女
仙
だ
け
で
な
く
、
男

性
も
巻
き
込
ん
で
男
女
平
等
を
実
現
し
よ
う
と
い
う
意
味
を
込
め
て
で
あ

一
四
九

奈時ク具にの権対し雌市ノＬ芯椛解
川保、体対人侵すて脆さでノＬとしＬ釈
県護パ的す椛害る世にらは七なかとさ

賎）|黙jiiiii鯉liilll鱸とｉｆ
鰯繊ｿ綱iii雌鰄ｌＭｉ

ｉ;IiMil騨灘'１
縦iiiＩ蝉蝋
醗ii？きり〃鑿ぅfRXル鮒棚
い束よメに－，次はうｉ1,§・ノＬ、保か司
る京るスなと女，,,：、イにイ,<例’一つ女
･祁緊テつ司性へ女ツオ〕のえとた性
、急イノこ女固の性し￣たＭｉぱい。の
ｉｌｌ－シ･性有人にとる浜一う人
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鰯溌鞠１Ｍ
幽洲ｉｉ雌下ii鰄雅ifijl〈ｻﾞ級
蕊!;ili難戦辮熱１
１t，称腰でＭＫＩ行け司行総え案そのいのｌｒｉｌノＬ女

■溌騨１１
地llll、いの111｛同のべる’４１のｌｌ２あと余るが
プ解ソ）な遮り参１１１１き機ら場ハＩｉるいｉｌＩｉこら
うを女いＡｕ歩ｉｉｌｌｉｌＷネ|：会のへの。う（l(ｊとも
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ﾊﾄﾞﾊ:鞭参でに''に会を平鱗珂Ｗｉ洲臘'(iiii…

li殿１７蕊|ＴＩＤ
茎1鮭縦1糊》黙iili1ili賊

栂Ⅶ湖靭鯏Ｒｈ胸

溌繍１
蕊鵬磯螺鱗
諏iii熟聯ＩＭＭ鮮

灘i鰯

号
）
と
定
義
し
て
い
ろ
。

こ
れ
ら
の
理
念
、
特
に
大
阪
府
の
「
男
女
協
働
社
会
」
と
「
男
女
共
同

参
画
」
と
の
哩
念
の
迎
い
は
な
お
明
確
で
は
な
い
。
「
Ⅶ
女
平
等
」
と

「
男
女
平
等
参
画
」
と
あ
わ
せ
て
、
こ
れ
ら
の
哩
念
が
今
後
ど
の
よ
う
に

苑
腱
す
る
の
か
、
注
Ⅱ
さ
れ
る
。
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illiの一な＿上噸なな八↓Ａ提た進
三女ノＬくげをくるイＩｉら示初のが日
○性八すをＩＩＪすこのれさ期が烈治第

:騨鞭雛：
鳰難l1IwM'ＭＨ雌
ｚｍｌｔ２Ｒ耀老鶚臘灘石ツ

純#嚇誠総;鯰
“w蝿懲鱗燃
ii灘6川脳総Miii蝿
’薫鮒;蝋霊
司,泄洲iil幽兀雑蝿蒜
当」２，をき’］をに｜_；ががれ促

法
学
志
休
第
九
十
八
巻
第
三
号

し
て
、
「
形
成
促
進
」
に
切
り
か
え
る
こ
と
を
側
係
背
は
岡
く
評
価
し
て

い
る
が
、
そ
の
転
換
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
剛
解
す
る
に
は
な
お
し
ば
ら

く
の
時
間
が
必
要
で
あ
る
。

関
Ｊ
針
決
Ｊ
稲
へ

でをね％％二で〕;（○○京三し等一汁６１あ
はｌ几ｌノＩｌｉ三、、○に都三％都１１{てを」ヒノＬｍｉｄｌｉるそ

縦iillilill;扇1雛轆辮瞬
○Ｋ；瀞定でこま犬○に県○○適う碑１１１ノニのりイ

iEI1齢些８iElilliIRTil鋤，(蝿'(Ii3紬Ｕ
ｌＩｌ鍬ＫＨＲ８蝿％８灘８：ﾎﾞｰ１３繩ボ
らとらるノＬｉｋ％○に’'’○にリ｢ししこ’８１ノＬｉｌｆｉ進を以

蕊臘壌M献蹴（織臓#
等提やに％は末京○で」も－に化、〕;（しのすイ

諭Ｈ３ｉ５洲'８塁ili5Hillliiに締Ｕ
|ｶｾﾞlll世９８型M;：８４％iK舗兀鮴lii

;鰹：!#職|#廷''１iii：''1鰯''''二

;鰯iii震'1睡臓蝋燃！
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|￣ 

|■ 
〔
稀
歌
会
等
委
輿
へ
の
女
性
の
識
川
促
進
に
側
す
る
要
綱
等
の
目
撒
悩
の
雌
移
〕

（
泌
）

ク
ォ
ー
ク
制
（
割
当
制
）
が
導
入
さ
れ
た
。

自
治
体
女
性
行
政
の
比
較
研
究
（
大
西
・
江
橋
）

① 

１１ 
ｒ、

ミーノ

9６ 

○
○
○
 

埼
玉
lビニリ
ゲTミ

札
幌
ili 

｣上
海
jh［ 

①附属機関等の青理に関する要綱二
九八七年）

②瀞議会寺への女挑の盗川促巡要綱
二九九五年）

③附川機側報の行剛に側する艇綱、稀飛会等への女性の笠川促進婆綱を改正
Ｃ九九七年）

①糯議会等委瓜の女性魔川促進要綱
二九八九年）

①川人の政娠決定参加促進要綱二九
七八年）

②女仙の政簸・方針決定参加促巡嬰綱
二九八七年）

③｜女性の政箙・方針決定列女共同参画促進要綱二九九八年）
婆

＃ 
の

名
称

①二○％②二○％③三○％
①二○○三年までに三○％、雌終目標は男女同数とす

る

①一九八○年までに一○％を上回る
》」し」

②一几八八年血から一九九七年度までに二○％③一九九八昨喚から二○○七年度までに三○％ ！ 

東京都

①一癖議会等における女性委貝の任川促進について（決定、一九九六年）
①一九九六年度二

○・七％
一九九七年度二

二・二％
一九九八年血二

川
IMj 
ilj 

擶浜
神奈川県

の寧製墾窓等委口への女性の参加促進婆
綱二九九○年）

②嘩溌災窓聯姿ｕへの女眺の参加促進挫
綱二九九孤年）

①瀞議会等委貝への女性の枩爪促進要
綱二九八六年）

②稀議会等委側への女性の鍾爪促進要
綱二九九五年）

｜③稀議会等委口への女性の参加促進要
綱二九九九年）

①稀議会等への女性の参加の推進要綱
二九八三年）

②審議会等の委員への女性の登用推進
嬰綱（一九九一年）

①一九九四年庇までに二○％の二几九六年喚までに二○％以上、女性のいない霧議会の解洲○一九九八年庇までにニバ％以上、二○○○年度までに三○％
以上

①二○’二五％②一九九八年まで
に三○％

③二○○三年艇までに三五％以上 ①教育、福祉、健服等女性の活幼や生活体験が生かされることが特に鋼まれる分野三○％以上、それ以外一○％以上②三○％以上 六・八％
一九九九年艇二

九・四％
二○○○年度三

．－、６｜・エノ⑥／
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法
学
志
林
輔
九
十
八
巻
筋
三
号

〆、

L」

い上ま数さとらの性よ戦
。￣つがれはあ1脚のつ前政
そのて藩てでｌ）、Ⅱ政てか冷第

騨溌iiiはるこ〃１木刀のてのてｉ(）婆

;蝋；
焼舩Mi；Ｍ３朏迦燕
でも位と１１にる配議も釛力
女多向どの任こlIi員女には

（
Ⅲ
き
取
り
調
査
に
雄
づ
き
作
成
）

一
五
四

桶
川
！『（

大
阪
市 大阪川

--Ｓ－ 

ｊｊ１ 

郁
ili 

＿▲Ｇ 

ｊｊ（ 

郁
ｌｒｌ 

①稀議会等委興への女性の識川推進実施要領二九九二年）②瀞縦会鞭への女性の職川惟巡災施典
二九九六年） 燕要綱はない

①術鍍金等への女眺委瓜の醗川惟巡について（企画部災汕知、一九八○年）②稀議会等への女性委員の登川推進について（推進本部決定、一九八八年）③稀鍍会報への女性委口の盗川惟巡嬰
綱Ｃ九九七年）

①帝議会嫌への女性の笠川促進のための特別活仙狸綱二九几三年）②稀議会等への女仙の盗川促巡のための特別活勤要鋼（二○○○年） ①糯鑛会等への女性筏風の溌川搬進要
績二九九六年）

①一九九五年度末までに三○％②二○○○年まで
に三○％

荻本計画に目標値をあげている（二○○○年までに三
○％） 

の目猟位を定めて
いない②同上

③’二○○○年喚までにニバ％ ①二○○一年度末までに三○％②女性の割合が一○分の三を下回ってはならない ※要綱では目撚仙を規定していないが、プランに目標価をあげている（二○○○年までに三○％）

編岡市

※鍵綱はない

行動計画に目標値をあげている二九八○年に一八％二○○○雌にニパ
北九州巾

①稀議会等における女性委日の笠川促進について（助役池川、一九九一年）②講談会等への女性委員の参画促進について（助役通知、一九九八年）
①一九九四年度までに二派％②一九九九年度までに三Ｃ％
％二

一○

○ 
年
に

二二

五

％ 
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しｉ３をがた員
て比求考。かに｜
特率めえ具ら治第
にのるら体、（,Ｉ（三
頭い女れ的行・久項

I:１点ず111：たに政１１|：:ム的れが゜は内行公
{１１ににｊ棚しま部政務

腱取おえかずでの貝
襟舳,:ｉＬｌＩ澱ｉｉｉ
政むも治こ員性当
のこ女体のの職｜<Ｕ
ｌ上と性職ｉｉｌ１ｖＩ」員に
鮫はの風Ｍｎにのは
U｝な割採にお地、

幾灘蕊;：
四九」角では性をＩｌｌｉ

＆・勝lil職Ｍ
で弊休比声瀞

，im1ポルボ繊
簸、〈噸か等
と台場太つ姿

の学えＺＩｉ学らデ雑るる（2ｋ

織２１MＭ%J:ヤバ＃灘
iiスｊｉＩＬ尿糀↓［瀧,ii2

職j:i;iilli鍵
:il灘I織
珊ｗ:iwlik鰹ｉｉ
ｉ#脚『５１:’；
た活修、ｌ《愛性の女を

ち大与・了大み八をすい
たてに修性誠九タ関て

D1iil1鯰:r・蝦洲
＃lIUIiillzBl1i兀了“

特で商を北神担のによめがるるいるへ進
に、い抑ま九奈当地女う、、よ機つ錐のでこ

ガボ糾走１１Ｍ％|\Iミガ９２純ＭＭ：１１８

|灘lIl灘総iDli
繍灘蝋蝿
＋てる率、は、女女でで少をが修に辿女の

、Ｉｆｉｌどの促る、でばくげ先サー鹸内別採、の

：；<繍灘繊鱗＃鱸’繍

濡鯨篭轆ljl薦iliillli蕊鱗i1i
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し停のざｉｌｊ初浜川部災へ/ことの知の
、滞課れにこのま’|ｊしか氏塑１,１１１゜し｜:１丁)ｉ篭まえ
一がｌＭＩｉるおれ可たで、らを）(1１て治に１１１ノこ（２）な

)蝋'《１Ｍ;ＩｉｊＭｉ,ﾎﾟ'４%iiiiMi,'（Ｍ蟷繩閥(；
ｲﾄ|;三鯲儀iIll鰍ｉｆⅧＭ』'(＃ザー鷲Ｉｌｉｌｉｉノミ
|;Ｈ|洲えwlil'Wti“'１ＭＨ職Ｍ》薇
らつに。ＴＩＴ｜:｜ミ’１１職ては’１１政へる壷｜兇ｌｈ１へ
のっ付こ長治ツＷｉｌｌ［ｌ外、腱lliliのよ)１１案ｌ： 箙

;鱗蝋;!#;鰡鵬洲ｌ
ユのれｌｌＩが長編［|’紀らが蔽川〈ｆつこ災とを
ア謀るｉｆ『極へＩＭＩ心代ソｔｆ総ＩⅡし１１１たと際し
ル題と休めのｉＩｊと二ｒｌＭＦｌ１したを。を仁て第
・といのて就内な氏７;（府たのＭｆ近は、、三
ハはうト珍（［でつを炎かり；はりイ|；じ－１WＩ『フ
ラなのソしは開て（；子ら例、込、めノＬｉＩ１
スらがプい｜Ⅱ（''１，１１１氏坂がｌｌＩ’Ｃ首とノＬｌｌリ
メな一へ！|；難さ一しを東あ余こ圧し一や
ンか股の例がれノＬノこ《；眞るⅡ’とがて年｜|ノノ
トつ的女と多たノＬ･川理。リ'しが、、に役

'１りたなＩｌｌｉし〈･ノＬし子まが多選い躯へ
題。兇のて、１１２ノこ氏た讃〈拳〈）』（の
がし刀就＃'’一に。を、谷な公つｌｉｌｊ女
原かで（［道般はｉｌｉ盗外ご｢.つ約かｉｉｉｌｌｌ１Ｉｉ

会末二れク様い〃設至１Ｎでテ女
等ま次（リリをオに￣のＭＨら雛もイ’'１；第
へで京え処Ｉ定と姿〃§なと女プの一第
のにＫＩＩば機夕め定１１コかさＩｌＩｉ・〈ｆＩＨ四
女女ｉｌｉ、にＩＩｉｌｌらめの茶つれｊｉｌｌア川で項

繊徽Ｉ澱
陛繩，駝図繊兀ｉｆ”ぬ,1,1ァ

澱;M鰍麟鱗
鯉洲>灘綱簾蝋

鰯#;爵蝋騨
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地
位
向
上
惟
進
懇
話
会
『
提
言
１
１
審

議
会
等
委
風
へ
の
女
性
の
盗
川
促
進
に
つ
い
て
」
一
九
九
○
年
。
こ
れ

ら
の
審
議
会
等
で
は
、
提
言
を
ま
と
め
る
際
に
、
市
の
関
係
局
長
へ
の

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
。

（
瓠
）
こ
う
し
た
も
の
の
代
表
例
と
し
て
、
今
回
の
調
査
先
に
は
入
っ
て

い
な
い
が
、
災
脈
県
伊
丹
市
で
導
入
さ
れ
て
い
る
「
女
性
施
莱
巾
氏
オ

ン
プ
ー
ド
」
が
あ
る
ｃ

（
犯
）
東
京
都
④
一
二
一
面

（
調
）
東
京
都
⑤
七
五
頁

（
別
）
神
奈
川
県
④
六
四
頁

（
銅
）
神
奈
川
県
⑤
六
八
頁

（
粥
）
大
阪
府
②
凡
六
百

行
）
大
阪
府
③
五
四
頁

宛
）
京
郁
巾
②
七
肛
頁
、
Ⅲ
④
二
七
頁

師
）
京
都
市
③
七
九
頁

ｍ
）
偏
岡
県
②
一
七
画

、
）
北
九
州
巾
②
四
九
頁

（
⑫
）
川
崎
巾
①
一
九
口

幅
岡
市
①
二
頁

三
○
日
ｇ
ご
Ｃ
の
ぐ
⑯
』
８
日
の
日
の
略

の
⑦
且
の
『
：
。
□
⑦
く
の
］
○
ロ
ョ
の
貝
の
略

自
治
体
女
性
行
政
の
比
較
研
究
（
大
西
・
江
橋
）

（
妬
）
財
団
法
人
東
京
女
性
財
団
『
世
界
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
イ
ブ
・
ア
ク

シ
ョ
ン
ー
瀦
外
風
に
お
け
る
ア
フ
ァ
「
マ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
劃
ン
法

制
（
資
料
編
区
一
九
九
五
年
、
同
『
諸
外
国
の
ア
フ
ァ
ー
マ
テ
イ

ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
法
制
」
一
几
几
六
年

（
辺
財
団
法
人
東
京
女
性
財
団
『
性
差
意
識
の
形
成
環
境
に
関
す
る
研

究
ｌ
桃
溌
に
側
す
る
文
化
の
形
成
お
よ
び
敬
行
効
梁
に
Ⅲ
わ
っ
て

ｌ
』
一
九
九
六
雌

（
柵
）
川
川
抜
人
來
点
女
挑
財
川
『
川
随
共
剛
性
、
ジ
ュ
ン
ダ
ー
ｌ

女
性
と
財
産
に
関
す
る
研
究
」
一
九
九
八
年

洞
）
Ⅲ
川
法
人
蛎
京
女
性
川
川
『
男
性
の
自
立
と
そ
の
条
件
を
め
ぐ
る

研
究
ｌ
団
塊
脚
代
を
小
心
に
Ｉ
」
一
九
九
八
年

（
卵
）
Ⅲ
川
法
人
桐
岡
県
女
性
Ｍ
川
『
腿
家
の
家
族
経
常
協
定
と
ジ
ェ
ン

ダ
ー
』
’
九
九
八
年
、
同
「
兼
業
農
林
漁
家
女
性
の
経
済
的
自
立
と
ま

ち
づ
く
り
へ
の
参
画
叫
一
几
几
几
年

（
別
）
女
性
施
策
を
考
え
る
会
「
都
内
女
性
セ
ン
タ
ー
情
報
，
九
六
」
一

九
九
七
年

（
皿
）
男
性
と
闘
春
を
考
え
る
会
『
「
買
春
に
対
す
る
男
性
意
識
調
査
」

報
併
諜
』
一
九
九
八
年

（
田
）
イ
ン
ザ
ル
・
ヨ
ハ
ン
ネ
・
ア
ル
ネ
セ
ン
ノ
ァ
ウ
ド
・
ラ
ン
ギ
ー
箸
、

外
女
平
等
の
水
を
川
版
す
る
会
訳
『
ノ
ル
ウ
ェ
ー
・
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ゾ

リ
１
教
育
用
テ
キ
ス
ト
・
男
女
平
等
の
本
』
’
九
九
八
年

一

六
五
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'i';i''i鋼ｉｉ
、で地あまい象
とは域るりずに
りなで｡、れ残
わいは日につ
けが、治おた
ド、北体いの
メ自海間ては
ス治道にも、
テ体と一、北
イ女札種女海
ソ性幌の性道

？Ｈ１：ii1Ii＄ 
（のＩｌｌｌ卜の、
イ現でワｌｕ首
オ場の，当都
レで公ク稀圏
ンは式が、、
ス、な形，則関
にｉｌ}ｉｊｌ１Ｈ１戊係西
対者Ｉ）さ背圏
すの決れの、
る諦めて，,,，九
協機がいで川

こうを資りいわ資

！ⅧMilKjiijiii 
につづはで、献収の

ＦＩＭ：：繩繩
て積かそこ行とびで
、種つれと政間間は
以的近ほを世きき、
「ないど再当取取，］
、施将ＩⅢ認職りり治
整策米確識、謝謝体
JIMののにしや査査女；
しポノ〔なた女もと｜'ｋ
てイI1l：つ゜性実と行

撚ド肝胱ﾄﾞﾋﾒ
しをＩこな聞夕た、過
た見人いき’・今去
い出きが取のい日の

ｏｒルヰ：＃X：鴬
と鍔［１通背の性に
がすのじが｜:｜行関
でる女て熱治政す
きで性、心体にる
たあ行文に’こか文
･ろ政献取おか献

第
三
章
自
治
体
女
性
行
政
の
新
し
い
試
み

第
一
節
自
治
体
間
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

法
学
志
林
節
九
十
八
巻
第
三
号

圏おワたでをＩｌｆ１るりとなるソあ四働
男け１エこぎ開催ま表ス女ノＬいⅡＵ･エな年首の
女るクンうる（li1した現卜Ｉ！I曾州よ四ンたに都ネ

灘iⅦ際;ii;織ji雛；

灘懲i瀞
け首域ツ進と究どお人当てて物す九
るｈｌｊに卜しが会をけトイ者いいのるノＬ
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の瓦え女れ現作の規治莱

鯛＃ilM灘|柵
嵐'ml61iWiiilfⅧ！{艦ｌｉ

ｉ総鵬雛；
繊雌雛#洲

IiL鞭雛Ｉ
遇マノ丁（とにｉＩＷＩｌｌミンにイれア

ス女が対允にフジアるに
〆性多しに関レエに。バィ
デ１１｛いて識わツン対どす
イ団゜は論るトクすのる
アが例、ざ表を｜る１２１施

＃|：ぃ７ＥＷＩ

職lilMl
の、氏らネ'ノト

iill1i鰹llM21
確紺Ｎき１な関
保織Ｇもクど画
すＩMIOのはで、
るのがで、あ几

：雛;!;；
ノハ分はも,<Ｗ域
ⅦｑｈＧサｌＢ
えれまなＯらけ
るてたいネする
。い、。シろョ
た｜:Ｉ卜と北

、

第
二
筋
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
施
策
の
取
組

にパが効標示九プのてのldllIlji
はう見きとさ第･ラ名こ第識法ｉＩ：今
そダらとのれこン称れ一論の会，Ⅱ，
のイれしソ‘ノこに、がまＩこが研ノハの
こ人たて’ＴｉＩＩ９ｌ、ソ）、で、，:，修水上
との。欧が猯司次女以川滴やｉﾉｉア
が変国迎強体リ）此性」：諮体市成り

女ｌｎ１行にとの民立ン
＃職：鮒共参鋤燃し,uへ．グ
に’'１性風’識政岡画計〈て当の施を

はじ行iwlさ繩論瓢Ⅷ没の洲鱒行災
剛liiif瞥磐柵州細臘ぅ性っ女IiJ〔業ケた

ズセ鰯§Ⅶよｎつ共にが,,一う政あ同意展後ノＬ
てては変一ま成に担Ｉ）参識開でノＬ

）fwHli灘艫ィ凹淵Ｍ
いがれあにｌＬｌ芒れかや、ぃお各１０，

ざ等画がてて、秋
よ、にるは治

云う［’よと、体とるら１，１行たりＩ:Ｉは

ClIiilili雌j;t＃：，iiiﾘ)』,と，。、綿、lf1女七ｉｉｈ制体ｿ）
えの性どを行法が此ク体定で女
る’１０行う御「政１－'１強同シに過一比
・係政風しの上か参劃お程斉，ｉｉ１
行の洲い’ｌ’ﾘＩつ画ンいでに参

こ
の
点
で
は
、
一
九
九
九
年
に
国
に
お
い
て
児
童
ポ
ル
ノ
禁
止
法
が
実

現
し
た
の
で
、
こ
れ
を
追
い
風
と
し
て
、
今
後
、
治
体
が
ど
の
よ
う
な
施

蛎
を
腰
間
す
る
の
か
が
旅
Ⅱ
さ
れ
る
。

第
三
節
男
女
共
同
参
画
社
会
形
成
促
進
行
政
へ
の
動
き
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な容がｈＩｉテが案な1/f↑いあｌｌｌｉ促減るす点そし
ももつ１１iカム魁しり体る第るで巡少こるがのてソ）
の含てなの定たき久一，三ときさしとこソ）収、女

灘織繊ｌ
繊蝋麟嚥
灘鱸鱗鵬;総
こて点い１ｌｉｌ１救れ施が前求がつのルにⅡＬとてる
れスか。、済る簸｜ﾘ｜かさ必/こ’１Ｍギ変もいい動

ｌＭ８ｋ鮎Ziiiifli4鵜Ｍｊ《ｻﾞＭＩＨ乱iｆ

い理域lll［けこ処
て仁にJiI；でれI１Ｍｿ）
はつお婆、はと女
、いけ｜Ａ１地画社共
こてると域１W会同
こ、女なに的に参
故あ性るおなおｍｉ
ｌｌ２えのとけｉｉｉけ社
、て人きる進る会
こ空椛にｿ）でＩｌｌｉＪＩｊ；
の白の、女あ兼木
櫛仁確そ共る別法
のさ保れ同が、－

iMiiiiiwj鯰
誕仙’二｜を会は害は
や万治行のこへ、
絆で体う形のの国

Ｍ〆iiiii騰継
jlM地迎処側にが荷
ののす］Ｍ１しつ定に

鵬ＭＭｉ５淵W
が体合や１１台扱れる
内にの、体うノこ苦
部お処ｌＵかだ。傭

れ以ＩＨＩますれおし活
に前節すりなてなＩｉ１た動
つか’Ｉりるさわおお当施も
いらに〃つちり、な鞭ま
て}鮒、；’て、、’'１時とた
は想払もい今までＩｌＩ１し国
後さ本イくな日たＩｊをての
にれ法雌いのり）、経訂：施
改てが定の時女女な秤莱
めい条仁で点ｊＬＩｌｌ１けさを
てた例なあで同にれれ勘
検条にらるは参対ばる案
討例つざ。、画すⅢ１のし
ずといるそ国二るらかた

く|M繩ＲＲ８ｊＭｄ蝋
係黙なｙ）本○へなの、
がしいに計・イl：のらⅡりあ

ＭＦ柳､}餌1M燗ｉ
とるがｉｉｉっソがでには
なこあＭ１いが瀞あ対地二

ぞきるH1i孟繊：淵/く
い、水〃さで｡涛性
る雄ｉｉｌ針れ検えを
。水ｉｌｌｊｉがるｉｉｌ６生
こ〃：に定・さなか

第
四
筋
救
済
１
１
権
利
の
保
厳
－
１
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Ｉこの「ｌべｌ１ｌｉ

Ｗ上iiifM帯雛
れでとう鞭の－
，行しにの日項

|:ｌ政うて、た治ハムイケツブで労め休労

f1jlW淵、堺１Ｍ
＃i､鮭郷'１
政のおが国突お
のｉｌｉいｌｌｌｌの施け

鵬llIKⅦ州
研に、てとい溌
究（ｊそきなと別

天作れたつげの
西liiiざ１５槻

$（ｌｌｉ２：鏑
ツｊは目が、と
例ｉｌｊ治壁すし
の遊休とでて
場府がなに準
に県回り述げ

：Ｗ２ｆ際＃：L;こ胖偲
゜にとつるイるついれ検只検

朏鰯；１１１１〈磯iM胸
すかｉｌｉｌｌ－・にＮ、の注すれ
るつノ」時パイ１Ｍ【（ｌｉｌ１Ｉ当｜｜］るて

８ガ繩４'〈：誠ﾊﾞｶ:き
Iii忍綱脇|舳紙嘘
るる限等ス’|，し休行るがＩｊＬ

馴縣鰔尉Ｗ階。＃』（
ろ、いる轡$,I（〈事おリー本
う女て゜１こをまｐｆいる法

！｛鱗蝿ｉ蕊
il繩鮒|iii鰍１鱸
にすをはり・えをたな、の
検る与、るば）ｋな樅川よ

’il臘酬8,!￥ＥＭＭ２
てもれ法Ｏメ調と讃聯現

：紬Ｚ繩ⅧＷＭぞ舵'(し疏醗肺

lii:鯨蝋鐘;鰯1W蜘li；
ＩＡｌ勤じうｉｌｌｌ没、が対ツｊ織政の足うて求、どしや
の相てス奈立一コす勘労り；効ししこさ地のべ七

N鮴幽(;il1lW繊鰄聯経

:蝋《蕊鰍蹴雛ｉ
ｉｌｉ様せせがｌＭ１職うｊｕｊあツノ労にわ部るかｌｌＩこり］ラ
仁のんらイ＞に甥かじる（肋働６ら、。わ題ろ}）ス
お活をれ女あにたて．片｜{｜及ずｂｌｌらをが込〆
い動Ⅳ（たヤｌｉたおち１１１１こ、談ん、京ず水あむン

【鯛iliツモ２１$iMMHiⅧｌｌＩＩｉＭるJMIL
二、まにに夕いヘリ）決決対、ちる粉、のにそな側

)ｔ８￥卯IL2辿絵lliiL鵬m3ili織酬キ
鮒i；て洗卿：Ｍ紬!(‘ＭｉＷＷ鰍iUih
な、るＨ１七特ＩＩｌｉｃみＬ１ｉどそ、にど手こ多（!ｉ１２）
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:ｉｌＭｉ;戯;胸
たでし廃皿ノレ女しとる体二
゜は、はりｌに111；てのこ女項

：‘万Ｍｉ鰍g譽滞女
にン八治人が楠のがｉ１ｉ政性
いダニ体ＩＤ;〔介ＩＭＩ課ｌｌｌｉ災のに

ミル|【３Ｍ＃瞥鵬llilM￥
か司設題しくみ存た趣かる
けかＩＩＴと’1Ⅱきな在・でら暴
こげさし害ですはし‘も、力
みこれてさは祝認たり夫
寺みたとれな点，識が、な
し一寺から､いがしつ特ど

鮴椛姉１１石て馳
能機われ的う分た〔ｌ急暴
と能女てに剛でが治一力
はを’１|：こ女念あ、体ｌ１１ｉを
、持七な’'１ｉやり｜］女保受

;：筏11ii鰯ｉｉｉ|雌
にがの。る水１１１１部の施性
〈IUIjA雛めのでｌｕすを

てり生鮮強て苑
も、み決制こい的
、』兇だをノノれる協
今場し禅をら゜ノノ
後でたく作のを

－．のこ『りう事求法
MM61ililiW：憩
広解たがを、
が決手あ、性可林

：繩倉上ｉｉｉＪｉＩｌ
兇め、といにん十
せら当をな関Ｌ一八

捌鞭｛：侃繼
あ［｜にても労た粥
ろ治受い、勘ち言

､鰹iW＃ｊｒ
ｌ避繩ｉｉ
手絡Ｎ’一おが
法果Ｇにい図
とで（）よてら
しあがりはれ

鰍職鮪輔|鰍

騨砺鶴Ilj
鞠織雛繊lli1;;§
す｜ＡｌかてｌＴＩｊき〆てう分が.。かに、イポしに
対談－，し二浜ベドえい【Ｉ解クるううし亮と｜'ｋ
にＨ１のと談ＩＭｉｂ、まとがｌＭ１シいいよ解（」う女
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オー場て事を
ン歩合い業立仙

乳ｿ1Kｉ'４Ｗ(豊
パ’'１つうそげ女項

蝿繊
政済Ｉ１Ｉｌをででに池ン
の機に紹苦受努にブ
比関立介’11｜けめつズ
鮫につすを付ていパ
U}はてる’'１１けいて｜

:磯;ililj2
f聯Ｍ：ｈｌｊ
｡、、筒に治ず
そい机をも体’'１
こわ談与示の談
でゆかえさ相機
、るら、れ談ＩⅢ

急護のし暖のクにｌ１Ｌパる

lf,&證湘淵蝿iMljlii
施済は対仙ををiliH機炎ナＬ－

澱郷鯏鮭Ｌ！'ｉＭＲ
笹でを胆ｉｆ化に一氏てら’iリ
備進検当しし、几’''１、の初
がん討舌た犬ネノＬ機広激の
兄で、のす。ツハＩＨｌくし実
込い考念べトイドかｉＦｉい雌
まるlUjiiji’てワにら雌暴訓｜
れ「’’'１’この’はなを力ＩＣ（
る流ではＩ:’クこる与をを
･体あ常治をの被え経行
はＩ）に体強’１１１１１；た験い
ま、あで化題背・し、

＄|ドミグゴ|iii斜ルⅧ
数的とスとすのｉｌｊるで
でながテとるたでと多
あ女わイ６ｉｉＷめはいく
る｜ｌ；かツに７ｔの、うの
がのつク、をネー驚女
、樅た゛ＴＩＩ行ツノＬ〈’1ｋ
今ｌ'１が（内い卜九べが
後の、イの、ワしき犬
、仰そオ文そ｜イI呂結や

糊川〈繊Ｗ溌測uj川ｈ維扉ル緋

|i＃鯰兀＆'鵠１Ｍ`洲鯛シ;|馴

蕊血
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救椛媒１１Ｍ繩ｉ雛測言⑲二'１職繊

蝿1灘蝋｛
職l1llIli醗口i：
：ｉｌｉ；繍刷[、刷定Ｗｌ:i､ミミ職Wiポ

驚蝿（繊蹴liliii蝿織
る（よのプ水、鞭必係侵機は説あつ所るめにＬ－例

i蝋'１１１蝋iiiｉ
;灘;蒔議鱗瞬繊鱗ｌｉ
１;iliii1ililiil鱗鱗;ii蕊蹴Ｉ
がるまらへ繰女、説にいきを機る’|’い脈を１両｜－・
あとつず辿り平足ｌＵｌｌ底、に１Ｍ１１慨｜胃１１’て進及参三

とすどわ、ｿ）言び要行と録うあのっの響共へ
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ださ性ン調立阪｜'|；のは今とける

1噸f鰈Iii1iii11Mlilii

蕊!鰯
Ⅷ灘W:Ⅷ“維蕊
灘鍛Bi糊liNii祁
糀棚iii鰍ｌｉＬｉＩｉ'」しlliiZi
談つうへす的さとス〃そ応、
論いよ例るにれへしにＩこのすＩ１１
さてうえｌｌｉ：イ〈たＵてつっ尖る１１１
れ検にば愉利。、いい態らを
允討、オをな大女ててＩｊの受

範復に
ⅢＩとつ今
を’２１い１１節
ｌｋＩＸてで四
げのはは項

[１る文、、

ii撒蝿鷲順
次’11：Ｗｉ－卵支

$鮎!;鰐
のざｈＩｉの受グ
Iこれ」,（対リラ
枚、樅応たム

Ｗボ鮒＃
へ、仰ぎヤ

バ}擁Wi＃
iiMiiFi聰
遇先ｉｆ｝心を
巡休身受
的ののけ

、!;M1li
iIiiのｌｎ１１ｌＩｉ

第
五
筋
自
治
体
女
性
行
政
の
主
流
化
・
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー

ミ
ン
グ

一
几
几
侃
年
の
北
京
会
議
が
も
た
ら
し
た
新
し
い
労
え
方
の
一
つ
が
、

女
性
行
政
の
主
流
化
・
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ミ
ン
グ
で
あ
る
。
こ
の
労
え
〃

で
は
、
社
会
に
お
け
る
性
溌
別
を
撤
廃
し
、
男
女
平
等
を
典
現
す
る
た
め

に
、
政
箙
決
定
過
僻
等
社
会
の
中
枢
的
部
分
に
お
い
て
女
桃
も
派
伽
す
る

一
七
三

叡織#灘MiIiii;縦
戦輔艘：ｉ艀ズホビ
慨測YllMl't朧Z1ll1lli
鰹:瀬iii轍辮
でりり制な嘘泄を，Ｕｊたへざい

i蝋騨
鯉鱗ｽﾞjji1i:灘ii鰊
注しの行ノＬた過］&他行文いＩｉｌｆ
がう回試几い討埼の十!《るな被

Ｗｉ郷i隅艸鮒鰍＄Ｍ
れ国いが仁だ（よはをすあると
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Iiil撚熟職醜雛

灘灘鱗ｉ
：艦船Ｍ縦ｿ)ｿj2鯛洲汎鰍＃'幾

Ｍ{同Ⅷ川;lii鰯§て,惚柵”

;;鰯鰄蝿雛霊。
＃雛州：綱ガルポ首鮎Ｗ：開ｂ
Ｉｌｌさり参定規確のｉル法高ン参りグ）。る治視
当れ－ｉＬｌ１ｉプ定保団成JｉいにｉｉｌＩ１、女総体点
背る層を［Iでさ（'（員条次対局二比合女を

力Ｉでの求七あれにとの元しに○同調|Ⅱ:行

らえ体なものど結そのれこ上
れ方的考、課のそ采う｛Ｉｉｌｌてれ同ｿ）
、がにえ難題よの的と定きま参女
埼あ強力本意う結にしがたで画共
]《る化と法識な梁はて｜ル゜に社ｌＩｉｌ
ﾘＡ・す、にと条、そい想笑も会参

旦灘i鵬鰄fXii綱

鑑麟Iii繊禰
糊馳ｉｋＩ４所眺継純幽
洲ビポklllltiM質一$IJl翔釧（
ら弓いはう的｜:１すプニリ勤立はらめ、

れ縄継iljiiiiioネル圃關iR鴬

：蕊辮鱗聯：ドド
名う限のみｌｌｌまにＩこて求か、
づなをよっ当た急１ｋ条めしソ）
け考具うつ荷、でか例ら、女

一
七
四

こ
の
脅
え
方
に
共
鳴
し
、
と
り
あ
え
ず
は
こ
れ
を
追
求
す
る
Ｎ
Ｇ
Ｏ
柄
助

へ
の
支
援
を
充
実
す
る
こ
と
を
皿
じ
て
、
地
域
草
の
根
に
お
け
る
女
眺
差

別
的
な
慣
習
の
克
服
や
企
業
、
学
校
に
お
け
る
こ
の
考
え
方
の
定
着
を

図
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
今
後
の
取
組
の
強
化
が
期
待
さ
れ
る
。

第
六
節
条
例
制
定
１
１
権
限
の
確
保
Ｉ
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１１|：にああ的一り条にるく１１（条］ｉなる’''1に
なが灸るげ、次一例は人りまイミ（クリリ；しいへ進もし
わ談例ｃる総的ので、権条た条的の先一計、か

鰯|i職i鱗
Ｍ{捌鯉i(臓騰キトiⅢ棚iiiiMZ雛iU
比、あ、女［］にがなもれい条八てると行、告対｝Ａ
ＩｊｉｉｌＬろ先Ｉ１ｌ：うと地わ含るる例イl；い･｜ｎ１がｊｉＩｊ響しる
肌呪う行のこつ域ちめとたでにるし嫌嘘］ｉのてと
兜Ｔｌｊ・し人とて仁、てＩＭ１めはョとたなりりｉＬ捉雁、
、て樅をＬｌｉおこ、解、、人考が、込のｌｌｌｌｌｌ例

大川いに｜ﾘ｜きけこ人さ条前阪えつまま茶をにえ
ＩＩｌｉ崎る特らやるで樅れ例文１(｛らてたれ例求おば

l;Ｗ尻１１Ｍ雌蝋(Ｗ<＃:岑懸lii沌辨
一で灸てしｊｌｕのちをる掌性’Ｍ１。［１れりＩ）そソ）ｉｌｌ
も例Ｗ『て域人づョ・さ〉jＩｌｍで以、込れ女の
、とたいを椀くままれにの（ｊ」：他まを平条
二のにるつをりちたる起社なに〃れ公等例
○｜)リリ１１の〈多にづ、事ｌﾉﾘ会おノハ、て表参の
○ｊｌｌ１ＩＡ１でＩ）ｉiii第〈同務すづ、イミＭｊいす画’'１

鞭熟溌
;蝿織醗

撚j鞭iｉ
ｏ 

一○

Ｌ 
几
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悪ＭＩ１Ｍ他慥Ｍ';Ⅶ'ii＃す測湘今
の解に椛力（'：州エにのにので公，,,：る転，､，

緋＃Ilg洲；Ⅷ焼,ii州,i＄,i，

鯏鑑#漏蛾鮒§湾#鰹ii（
にむ平域のＬや点調のな女よのべ組と今

怡鱸％ｌｉＩｉ２兀繩'#撚酬ズ紬》（
、へｌｌＩｉけでと几映をを平政、ときに認，Iil

9''１ｻﾞｶｾﾞ'''４”'MiiiK三%孔r,雛
1ii1鮪８%|魅裂Ｌ薇iw,,Ⅶiij腋
し噌紺と休進界と、内突強にうあ人発も
たしみの女む都がＵＫ１’H’リ』化はとる権し，:，
手てづ述セ'：こ港求の府がさ、すのに、治
法いく挑行と区めあの川，れり）るでおこ（ｲ［
をるりの政も内ららソ）侍、女愈、いれに
さ゜や深に’０１にれゆ女さ充共，x，そてまお
ら「IDAま対待，),，るる」しれ実，ii1でれ、でい
に治突りしさ館。付１，ii1るし参行に今のて
発体具にてれしさ域参。ノこ画わ学後回し
腱が体よしるたらの，､ｉま施，【［れびの治女

ｉＩｈＷぞ,,ｒ瓦'ﾐwRj屯ｉｌｉｆｊ:Ⅲf1IlL“

お
わ

り
に

法
学
志
休
第
九
十
八
巻
第
三
号

支供政【二１性勤繰らざ今は雁この巡拡かな

澱,,il灘淑@＆雌！[１１lb噸Ⅶ#“
、得きぐ〈研に深しや女調治しよと研強必ら、

緋Ｗ細鯨11,|;ＭＩＩﾄﾞ靴Fそｔ襲螂州
は深訓ｌの係迦てわし付政きｌｌｌｉｉｇｉ、に、れあいと
、〈炎深者ｃもってのがな行献［’１ﾘＩこるろる人
二感、さをてＵ}てき久腿か政で治らうこう｡権
○謝報に知、究いた｜/|：｜)'１つのき体かしと。’芒１の
○し〈Hf感りｌｉ１のるよ行さた全れ女にたらそ治視
○た了!｝銘、治機。う政れが体ＩＩｌｌｌｉし｜÷｜望の体点
年い作を女（ｲＫ会国仁にて、像蛾行、治ま」ｚとを

丁鮒|$jli鯛｢j〔{Ⅷ９Ⅷ棚￥てlflii
現玉た政｜ﾉｌｉち会治て。県くあ側突Ｉｌｌｚい｜Iリセし
征る゛に七たに体も今や一るす続行る、ンた
でま公取ンいお女川後ＴＩｊ部。ると政。｜Iリタ女

ｌＭｒ’,Ｍ１。！'蝿臘Ｗｌｌｉ醜糊＃し|\
し終忙むの取政深会にれよのす災会の政
、始の熱職IMIはめがおたＩ）研るの、連を一
女暖’'’心１１や、たあいだ、究可姿｜:１鵬推Ｌ
性か、ざ、諸’１１いれてけ午と能をｉｆ；の進ハ

＃＃;懸蝋鰯M鰈Ⅶ麗
先、提行公女の、れま。穴逃すでのると
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縦灘鱗
ＩＦ鱗ｉ１ＩｌＩ

ｌ'’一に。、知に、に訓検て
’２８遥鮪'1ｔ鯛i1iiiiiilI
&竈澱i雛；
$灘麟灘鱗鰄

ｉＩＩｉるそ諸そ逃
つハリｉの股れ｛］
てソ６１１１１のに治
おなも事関休
さ肋、情述へ
たき今にす北

(8州iiiijm
つ調、の地
た１９【二女域
・対○性、
そ象○行甘
ので○政那
うあ年に’４１
らる五つ、

ｊｉｌ:｜月いＩＨｌ
嬰摘のてＩｍｉ
な休刊、｛ｌｌｉＩ
６で行比、

旧１４腱ザル
っ女が先」こ

そ＃,鴇lil
は政年つ域
こに連た￣
こ’則れが及
でオ〕た、び

iIiiiilii1jiMFj雛&悪MliM1鰄＃
の会県るお○員す条しけ市てｉｌｉれ都れり,Ｌ
提づで。け年会る例、てで検でノニでたで
言〈はる度にオを検、は討Ｉよ゜はへは
をり、オlAlおソ制討’'７１，を、、、

淵８燗：郷!i/ｉｉ５１６６氣Ｓ
し委○ズ条検パるすに○め○○は○

蝋１１１離職iii
鮭騨il1鱗
Ⅷ鮮削IuiiiilR）｛蒜箭

３１蝋雛Ｉｉ；''１１
一同は、Ｉ）・平二医提をがが

二
計
画

札
幌
巾
で
は
、
「
列
女
此
伺
参
画
懇
話
会
」
に
「
計
画
提
言
部
会
」
を

一
七
七
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法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号

設
遇
し
、
二
○
○
一
年
度
中
に
提
言
を
提
出
す
る
予
定
で
検
討
を
進
め
て

い
る
。
こ
れ
を
う
け
て
、
市
で
は
、
二
○
○
二
年
度
末
ま
で
に
計
画
を
改

定
す
る
予
定
で
あ
る
。

京
都
府
で
は
、
二
○
○
一
年
度
に
お
け
る
計
画
の
改
定
を
予
定
し
、

「
京
祁
府
女
性
政
策
推
進
専
門
家
会
議
」
に
お
い
て
検
討
し
て
お
り
、
二

○
○
○
年
二
月
中
に
提
言
を
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。
そ
れ
を
受
け
て
、

府
で
は
、
二
○
○
○
年
度
内
に
新
計
画
を
簸
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

京
都
巾
で
は
、
二
○
○
二
年
度
か
ら
の
第
三
次
行
助
計
画
簸
定
に
向
け

て
、
二
○
○
○
年
四
月
に
市
長
か
ら
「
京
祁
市
男
女
共
同
参
画
魁
話
会
」

に
諮
問
が
あ
り
、
懇
話
会
で
検
討
し
て
い
る
。
新
計
画
に
醗
り
込
む
べ
き

方
向
に
つ
い
て
、
市
民
公
聴
会
を
三
回
Ⅲ
雌
し
、
二
○
○
○
年
度
末
に
提

へ
『
一
Ｍ
を
予
定
し
て
い
る
。

大
阪
府
で
は
、
「
大
阪
府
男
女
協
働
社
会
づ
く
り
瀞
議
会
」
が
二
○
○

○
年
二
月
に
、
次
期
行
助
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
の
審
議
会
の
検
討
し
て

き
た
内
容
を
「
中
川
報
告
」
と
し
て
公
表
し
た
。
そ
し
て
、
二
○
○
○
年

五
月
ま
で
、
中
間
報
告
に
対
す
る
府
民
か
ら
の
意
見
を
券
架
し
た
。
瀞
議

会
で
は
、
寄
せ
ら
れ
た
意
見
を
検
討
し
、
二
月
頃
に
妓
終
的
な
答
申
を

行
う
予
定
で
あ
る
。
そ
れ
を
受
け
て
、
府
は
、
二
○
○
○
年
度
内
に
新
行

動
計
画
を
錐
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

桶
川
県
で
は
、
「
桶
川
県
男
女
共
同
参
画
社
会
づ
く
り
検
討
委
員
会
」

を
識
慨
し
、
新
計
画
簸
定
に
つ
い
て
検
討
中
で
あ
る
。
二
○
○
一
年
四
月

i蝋灘
と鮴Ｒ３繩臘'キギ縦Ｗ《

灘涯!#嚇懲腋
ili’１．ヨョ機をｌＷをドもｉｕ｣１が同
投ンこ１１１１%｜求と立投つノバＩＩｉｌｌ参
iil・プど崎とめのちｉｉＩＨた水定ｉｕｊｉ
しズ６Ｔｌ丁して述上ｉ(1１機条さ｝|(：
、マオこてい桃げ（ｉｉｉ関例れ進

一
七
八

に
提
言
を
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

禰
岡
市
で
は
、
二
○
○
○
年
度
中
に
、
「
ふ
く
お
か
男
女
共
同
参
画
プ

ラ
ン
第
二
川
実
施
汁
町
」
の
簸
定
に
向
け
て
、
検
討
中
で
あ
る
。
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市
民
の
ニ
ー
ズ
に
よ
り
適
合
さ
せ
る
こ
と
も
含
め
て
、
新
た
な
制
度
の
投

股
に
む
け
た
検
討
を
行
い
、
二
○
○
○
年
三
月
に
「
「
統
合
的
市
民
オ
ン

プ
ズ
マ
ン
制
度
』
の
調
査
・
研
究
～
市
民
主
脈
の
理
念
に
も
と
づ
い
た
川

崎
市
政
の
さ
ら
な
る
拡
充
を
め
ざ
し
て
～
」
と
い
う
報
告
諜
を
ま
と
め
た
。

さ
ら
に
、
同
年
七
月
に
は
、
「
統
合
的
市
民
オ
ン
プ
ズ
マ
ン
検
制
委
貝
会
」

を
股
慨
し
、
男
女
平
報
、
子
ど
も
、
行
政
へ
の
苦
川
及
び
鑑
別
蛎
例
を
受

け
付
け
る
「
統
合
的
市
民
オ
ン
プ
ズ
マ
と
制
度
を
二
○
○
一
年
度
中
に

談
世
す
る
こ
と
を
目
途
に
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

Ｔ
）
埼
玉
県
、
血
凧
那
で
の
男
女
平
等
に
側
す
る
条
例
を
制
定
す
る
助

き
と
連
動
し
て
、
首
都
圏
の
女
性
行
政
審
議
会
等
委
員
、
行
政
担
当
者
、

Ｎ
Ｇ
Ｏ
が
染
ま
っ
た
ゆ
る
や
か
な
研
究
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
。
一
九
九
七
年

一
二
月
に
発
足
し
、
一
九
九
九
年
四
月
ま
で
に
八
回
の
研
究
会
及
び
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
開
催
し
て
い
る
。
活
動
の
実
繍
は
、
山
下

泰
子
「
男
女
平
等
朏
水
法
・
推
進
条
例
」
何
際
女
性
一
二
号
一
九
九
八

年
八
二
’
八
三
頁
に
詳
し
い
。

（
２
）
九
州
全
域
、
山
凹
以
、
沖
縄
雌
も
含
む
。

（
３
）
京
祁
巾
で
は
、
男
女
共
同
参
画
社
会
に
向
け
た
条
件
縦
伽
を
ｎ
点

施
簸
と
位
悩
づ
け
、
そ
の
一
畷
と
し
て
「
ガ
ン
パ
レ
女
性
に
や
さ
し
い

企
難
」
卵
錐
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
肌
点
か
ら
、
一
九
九
八
年
皮
に

「
束
郁
・
女
性
に
や
さ
し
い
広
告
」
を
表
彰
す
る
邪
難
を
実
施
し
た
。

（
４
）
一
九
九
八
年
度
ま
で
に
八
件
の
耶
案
が
処
理
さ
れ
て
い
る
。
参
照
、

班
呪
祁
労
働
綴
済
局
『
肋
く
女
性
と
労
肋
法
，
九
九
』
六
○
面
。

目
論
体
女
性
行
政
の
比
絞
研
究
（
大
西
・
征
橘
）

（
５
）
川
剛
法
人
枇
浜
巾
女
性
協
会
「
枇
浜
巾
女
性
川
淡
ニ
ー
ズ
洲
在
棚

告
諜
第
一
章
～
フ
ュ
ミ
ー
ー
ス
ト
リ
サ
ー
チ
の
視
点
か
ら
～
』
一
九
九
六

●
●
●
 

ｌ
 

（
６
）
川
崎
巾
①
七
○
頁

（
７
）
川
崎
巾
②
六
一
頁

（
８
）
川
崎
市
男
女
平
等
鵬
巡
協
縦
会
。
川
崎
巾
列
女
平
聯
オ
ン
ゾ

ド
ゥ
」
の
投
側
に
向
け
て
の
提
言
』
一
九
九
六
年

（
９
）
こ
う
し
た
検
討
を
行
っ
て
い
る
「
川
崎
巾
統
合
的
市
民
オ
ン
プ
ズ

マ
ン
制
匝
研
究
会
」
で
は
、
二
○
○
○
年
三
川
に
、
巾
艮
に
対
す
る
提

言
を
ま
と
め
、
引
き
続
き
同
検
討
委
員
会
が
制
度
設
計
を
準
備
し
て
い

る
。

（
川
）
東
京
郷
⑨
一
四
頁
、
同
⑦
’
三
頁

（
Ⅲ
）
福
岡
県
②
五
七
’
五
八
頁

（
吃
）
大
阪
府
①
三
二
頁

（
旧
）
東
京
郁
⑧
三
一
頁

、
）
男
女
共
同
参
画
社
会
荻
水
洗
の
立
法
過
侭
は
、
大
沢
真
理
「
男
女

共
同
参
画
社
会
雄
水
法
の
め
ざ
す
も
の
－
Ｍ
Ｍ
法
人
術
浜
市
女
性
協
会

『
女
性
施
設
ジ
ャ
ー
ナ
ル
く
Ｃ
一
・
五
』
七
六
’
一
二
一
頁
に
詳
し
い
。

添
木
研
究
に
は
、
川
剛
法
人
東
京
女
性
川
剛
の
一
九
九
九
年
皮
の
自
主

研
究
助
成
を
得
た
。

一つ

薑ＬＫ
几
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法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号

年
表
一
自
治
体
別
行
動
計
画
変
遷
一
覧

、

一
八
○

０
１
３
、

一九八五 一九八四 『し１．．．ｌｊノ一二 一九八二 一九八一 一九八○ 一九七九 一九七八
１１： 

北海道・蝿人行動計画後期推進
方莱

札擢巾・女性のための計画（第
一次女性計画） 北海池・則人行助汁間

北海適地城

枇浜巾・よこはま女仙訓剛川的巾・男女共同社会をめざす計画（第一期行動計画を含む） 埼玉県・婦人の地位向上に側する埼玉県計画（修正版） 東京刑・鯛人川迦解決のための祈血京行助汁画「Ⅶ次の平輔と共同参加へのとうきょうプラ
ン」

神奈川肌・かながわ女性プラン 埼玉県・婦人の地位向上に側す
る崎玉叺計画

東京柵・鮒人Ⅲｕ解決の止泌の東京郷行動計画
蘭祁剛

大阪巾・潟人施簸に側する岻木
計画

京都市・捌人問題解決のための京赫巾行動計画
京郁川・醐人の地仙の向上と柵祉の埆巡を図ろ行釛訓同大阪卿・女眺の脚立と参加を進める大阪府行動計画

Ⅲ断１１ 

桐岡雌・捌人川題解決の允的の福岡県行助計画（改訂鮫） 福岡県・婦人問題解決のた鋤の柵川雌行鋤誹間 九州北部地域

一九八六

埼玉県．男女平等社会確立の犬一鍼鋼馴岬蒋魏岬池”銅鼬。韮山一緬州枠（炉蝦拙卵魎蝦坤、雌鐡輌
めの埼玉県計画

Hosei University Repository



自
治
体
女
性
行
政
の
比
絞
研
究
（
大
西
・
江
橋
）

一

八
一

一九九四 一九九三 今ＬＬ一・一ｊｊｌｌ 一九九一 一九九○ 一九八九 一九八八
九
八

七

札幌巾・男女の共同参画型社会を側脂寸さっぼろ汁薗（第二次
女性汁画）

北海地・女桃の倒立プラン

東京祁・女性問題解決のための東京都行効汁画つ二世紀へ列女平等推進とうきょうプラン」神奈川県・折かながわ女性プラン（改定実施計画）川崎市・男女共同社会をめざす計画第三期実施計画 埼玉皿・男女平等祉会硫立のための崎玉映計画（修正版）
枇画

浜巾・姉二次よこはま女性計 川崎市・叫女共同社会をめざす汁画第二期実施叶画 神奈川肌・所かながわ女仙プラ
ン

大阪市・第二次大阪市女性施策に側する脇本計画 京稲巾・第二次京郁巾女性計画 大阪府・男女惚鋤社会の実現をⅢ脂寸大阪府蛎三川行効計画ｌ女と男のジャンプ・プラン 大阪市・婦人施莱に側する基本汁剛（児廠しと拡充） 京都府・Ｋｙｏのあけぼのプラ
ン

北九州巾・女性プラン 柵岡巾・ふくおか女性プラン

一九几肛

埼玉臥・二○○一杉の国男女共同参画プログラム仙浜市・第三次よこはま女性汁醐「ゆめはま男女共同参画プラ
｜紐をめざす大阪肝女性プラン

のしあわせプラン桐岡巾・第二次ふくおか女性プラン（改訂版）「ふくおか男女共
同参画プラン」

北九州巾・女性プラン（改定坂）

Hosei University Repository



法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号

一一

八
二

二○○○ 一几九九 一几九八
九
九
七 一九九六

北海道・男女共同参画プラン

東京祁・列女が平報に参画する
まち東京プラン

枇浜市・ゆめはま側女共同参画
プラン

川崎市・かわささ男女平等推進プラン（第二期実施計画） 神奈川県・かながわ女性プラン二一男女共同参画社会をめざし
て

大阪巾・列女共同参画プラン 京郁市・第二次京都市女性行肋
計画（改定版）

大阪府・男女協伽社会の実現を目指す大阪府第三期行動計画（改定）ｌ所「女と列のジャン
プ・プラン」

京郁府・Ｋｙｏのあけぼのプラ
ン（改訂版）

北九州市・男女共同参画プラン 瓶岡吸・桐岡雌男女共同参画プラン（輔三次行肋計画）

ソ」

川崎市・かわさき男女平等推進プラン（鋪一期実施計画）
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年
表
一
一
自
治
体
別
専
符
組
織
変
遷
一
覧

自
治
体
女
性
行
政
の
比
較
研
究
（
大
西
・
江
橋
）

in 

一

八
三

ﾉＬ 
セ
ノＬ

ﾌﾞＬ 
七
八 一九七七

ﾉＬ 
七
一」‐

’、

ﾉＬ 
ﾋ 
ﾉi： 

九
七
IUI 一九六九 一九（八

年

札幌市市民局青少年婦人部青少
年船人主幹

札幌巾〃生川州人主従 北海道総務部青少年婦人事務局
北海道地域

埼玉県県民祁蝸人間麺企画室叩京梛醐人捌報センター川崎市教育委員会社会教育課婦
人問題行政窓口 ｆ５口ご■も，、タ●■Ｐ５Ｌ、で艸一斯猟於町・ノ

９〃■■●■ＪＪＬＢ■且リク■Ｐ０Ｉｆ 

コーナー 埼弧県企画財政部娚人問題企画
●タ■■■鍛金

埼玉叺生活禰祉部婦人児菰澱婦
人川Ⅷ総合窓、

東京都都民生活局婦人少年部婦
人計画邦

神奈川乢乢民部乢民縫研室醐人
１ １ １ 】〔

j;（ 
ｉｉｉ 
民
生
lnl 
娚
人
部

首都圏

京梛巾総務局婦人対莱諏 京祁巾絶勝局効労者・鰯人対簸
室

京祁府民生労働部蝿人児激烈大阪巾紋布斐、会叩斫刷社会教部婦人教育課に窓口 大阪府労仙部労伽桶祉熱醐人間
Ｍ担当窓口 関西圏

福岡県民生綴柵人対策室 掴岡叫民生部州人児菰郷蝿人川
題担当

禰剛市市民局所少年州人対蛎課
蜘人対簸係 九州北部地域

一九八○

札幌市市民局汁少年蜘人部蜘人一輌糀細挫祁鍬脚馳鋼獅郷少年部一鍬鰍州州鋤鍬叶妙排脚塾鍬人政
腿↑一・丁⑪ザ
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法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号

一

八
四

一九九一 一九九○ 一九八九 一九八八 ’九八七 一九八六 一九八Ｋ 一九八四 一九八三 一九八二 一九八一

北海道女性プラザ 北海道生活冊祉部叶少年州人室 札視市市民局青少年婦人部婦人
鰍婦人係

北海道生活環境部遊民連幼推進木部汁少年醐人月 札幌巾醐人文化センター

附玉県鼎民部女性政莱課神奈川県喋民部女性政策瓢神奈川県立かながわ女性セン
ター

拙浜巾女性計画推進室川崎巾市民同女性行政推進室 仙浜巾・枇浜女性フォーラム 埼玉雌県民部婦人行政綴 櫛浜市市民励蝿人行政推進竃川崎巾市民周州人塞 神奈川県県民部婦人企画室神奈川叺立州人総合センター 愉浜市企画調整局蝿人間鋤調廊
等担当

京都府卿氏労仙部女性玖簸課 京祁府福祉部青少年女性政策課 大阪市市民局生活文化部醐人対
簸諜

大阪府生柵文化部婦人玖砺郷 大阪府企画部婦人政箙課 京郁府総防同市民部拙人櫛少年
課

大阪府企画部府民文化室鯏人玖
簸室

京都市総務局婦人計画課

緬岡県企画振興部県民生活局女
性政雄課

桶岡市市民局女性部 北九州巾市民局女性行政鵬進部 福岡市市民局女性企画魂
１ 百ｍⅡ

Ⅱ 
◆｜■Ｕ ▲■■■■▽ ■■■５ 

女性センター・アミカス 桶岡県企画振興部県民生活局知
人対策課

獅岡市市民局蝿人対簸邦 北九州市民生局婦人対箙宝

一ＬＬ・●一Ｊノー

札幌巾市民同洲少年女性部女性
企画深惟進係札幌市女性センター

０１．，０トー》劇司郎張峠い『○Ｊ／、田川ＣＩＩＣｎ⑬

東京祁生折文化局女性汁少年部
女性計画灘

鉱係

京都巾総研局巾民部女桃両少年
澱

大阪府生活文化部女性政簸諜

Hosei University Repository



一
九
九
九

一
九
九
七
一
北
海
道
環
範
生
活
部
女
性
案

一
埼
玉
以
環
壇
生
活
部
女
性
政
筑
部

一
九
九
六

一
九
九
パ
ー
北
禰
逝
生
臘
伽
隷
女
性
室
一
蝋
煎
り
東
京
ゥ
ｊ
ン
ズ
プ
ラ
ザ
｜
繍
蝿
化
市
民
燭
卯
女
此
同
参
剛
一
球
九
州
市
立
女
眺
セ
ン
タ
ー
．
ム
ー

一
九
几
四

札
幌
市
市
民
同
市
民
生
活
部
女
雛
企

画
室
列
女
共
同
参
画
課

北
海
道
生
活
福
祉
部
青
少
年
女
性
室

胤
治
体
女
性
行
政
の
比
較
研
究
（
大
西
・
江
橘
）

ⅡＩ室Nb画神
崎浜諏余
市ｉｌｊｌｌｌ
市市リ,Ｌ
民民リム
局同氏
人リ）部
権女人
・共権
男同ｿ）
女参女
共ＨｌｉｊＬ
同ＩＩｔｌｉｉｌ
参逃参

憐
浜
市
・
フ
ォ
ー
ラ
ム
よ
－
」
は
ま

部大づ大
館鮫<限
．ｉけりI｢ｌ
ク女諜生
しＭ１活
オい文
大さ化
阪い部
來さリ）
セー女
ン協
夕（１）
Ｉ社
來会

京
都
府
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

大
阪
巾
女
性
い
き
い
き
セ
ン
タ
ー
竹

部
館
・
ク
レ
オ
大
阪
南 灘１１

福
岡
県
環
境
生
活
部
県
民
生
活
局
女

性
政
鞭
澱

福
岡
県
女
性
セ
ン
タ
ー
・
あ
す
ば
る

一
八
五
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法
学
志
休
第
九
十
八
巻
第
三
号

一
八
六

二○○○

札幌市市民局生活文化部男女共同参画推進室男女共同参画課
埼玉県総務部女性政策課

禰岡県生活労働部県民生活局女
性政簸課

画室

川埼市男女共同参画センター・
すくらむ二一
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年
表
二
自
治
体
別
庁
内
横
断
組
織
変
通
一
覧

自
桁
休
女
伽
行
政
の
比
較
研
究
（
大
西
・
江
鵬
）

一

八
七

一九八一 一九八○ 一九七九
ﾉＬ 
七
八 一九七七

ﾉＬ 
七
一、→－

′、

九
七
五 一九六五

(I： 

北海道青少年婦人総合対策本部（長・刑知耶、木部ｕ・部局霊長、幹加・課長）
北
海
j世
jul 
域

邑良轍

玉県翻人関係行政推進会議・部及、メンバー・関係灘 崎玉乢刷人川凹庁内巡絡会鑛（長・部及、メンバー・関係瓢
長）

束哀祁婦人関係行政推進会離、幹収会、推進瓜（委貝・部災、
紳耶・瓢災）

神奈川県婦人関係行政辿絡推進会談（長・副知耶、委口・部長、
仲耶会） 首那凹

京郁巾婦人行政企画脈巡会縦（長・助役、委員・局長、幹事
会・課長）

大阪府鰐人間題企画推進本部（災・知耶、本部ｕ・部局腿、枠
邪・狐長）

京梛市馴人川迦行政昨内辿納会 京祁府婦人側係行政辿絡会（メ
ン．ハー・誠腱）

大阪市婦人問題対策惟進協議会（災・市長、常任幹那・側係課長、幹馴・庶勝担当澱長）
関西圏

偏岡市鶏人対策協議会（優・市長、差働・局長、什躯・部長） 北九州市婦人問題推進協議会（災・助役、姿ｕ・川災、紳邪．
長）

抓岡以蹄人側係行政鵬巡会狼（長・知班、委口・部長） 九州北部地域
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法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号

一
八
八

一九九○ 一九八九 一九八八
）Ｌ 
八
七 一九八六 一九八江 一九八四 一九八三 一九八二

札幌市女性のための行政推進会議（委員・関係助役・局長、幹邪・側係部長、企画劉悠口・課
長）

枇浜巾鰯人行政推進会雛（長・助役、メンバー・同区災、幹耶会・部長、検討会鏑・課長）川崎市醐人間脳行政巡絡雌巡会議（長・市長、メンバー・同慶、
幹収会・課長）

神奈川県女性行政述絡推進会鍍（災・剛知邪、姿ｎ．椰艮、紳
叩・課長）

京祁府女性政簸推進本部（長・副知珈、メンバー・部長、仲耶
会・郡長）

北几川巾女性行政推進協縦会（災・助役、姿ｎ．脇災、肺耶・
部湿長）

一九九一

埼玉雌女性側係行政惟巡会畿（災・部長、メンバー・関係課
長）

京祁市蜘人行政企画推進会鱗幹耶会「女性企画部会」大阪府女性政莱企画推進木部
柵岡県女性行政推進会議（災・知耶、委側・部災）
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自
治
体
女
性
行
政
の
比
校
研
究
（
大
西
・
加
橘
）

午
弥

一
八
九

・しＬｌ－ｊｊノ
ﾉＬ 
ﾉＬ 
七 一九九六 一九九五 一九几四 一九九三 ●しし。●ｌｊｊ二

北海道男女共同参画推進本部、幹耶（災・知耶、本部ロ・部長、
俳蛎・課長）

崎玉貼Ⅶ女共同参画惟進会鋼（災・知耶、メンバー・副知耶、公禰企難行川背、枚汀災、僻察木部災、ほか側係部局災）、紳耶会（災・局長、メンバー・川係
課長）

川崎市女性行政推進連絡会議（災・助役、メンバー・局長、仲
甑・課長）

京郁市男女共同参画推進会議（長・副市長、メンバー・局艮、
幹蛎・課長）

京祁市女性行政企画推進会雛
「常倣幹耶会」

大阪川女性施策企画推進日大阪巾女仙施簸批地協議会（腱・市長、常任鮮蛎・関係認災、幹取・嚥扮担当課長）

福岡市男女共同参画推進協議会（長・市長、メンバー・局良）

東京都男女平等推進会議（長・川叩、メンバー・励災、紳耶
会’部長）

搬浜巾女性Ⅱ画推進会狼（災・助役、メンバー・局区長、紳
叩・部股）

（長・知珈、本部ロ・部局長、俳
耶・搬艮）
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例リ）のｊＩＩ１共一・
の女た知ｌｒｉｌ－
内共め事参ノＬ北
奔同ののｉｕｊノＬ海
や参調当ノバノＬ道

溌M1；職iili
時本究、｜クリ１１
１０｜条費同のの
は例が年簸知

li篭MilT繩
爵鰯鰍ｆ
るめとで山お
゜のし、１（い
り｝てり）のて
究承女選、
が認共挙ク
進さ同公オ
めれ参約１
らた画の夕
れｏｊＫ－ｉｌｉｌ’
て現本つを
い在条と含
るで例なむ

黎峰；！湖

二
札
幌
市

一
九
几
九
年
九
月
議
会
で
の
男
女
共
同
参
画
に
関
す
る
条
例
制
定
に
関

す
る
厩
Ⅲ
に
つ
い
て
、
市
及
は
、
二
○
○
○
年
度
に
条
例
制
定
に
つ
い
て

資
料
各
自
治
体
の
条
例
制
定
へ
の
道
樫
（
二
○
○
○
年
洲
査
研
究
す
る
旨
を
溶
弁
し
た
。

法
学
志
林
第
九
十
八
巻
第
三
号

三
月
現
在
）

三
埼
玉
県

一
九
九
七
年
三
月
に
、
埼
玉
県
議
会
に
お
け
る
議
員
か
ら
の
質
問
に
対

し
、
知
那
は
「
今
後
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向
け
、
実
効
あ
る

施
莱
の
検
討
を
進
め
る
巾
で
、
脱
怠
、
研
究
を
進
め
て
参
り
た
い
」
と
馨

弁
し
た
。
こ
れ
が
契
機
と
な
り
、
同
年
度
に
「
埼
玉
県
外
女
共
同
参
画
樅

進
条
例
（
仮
称
）
研
究
会
」
、
一
九
九
八
年
度
に
「
埼
玉
県
脇
女
共
同
参

画
推
進
条
例
（
仮
称
）
検
討
委
員
会
」
を
発
足
さ
せ
、
条
例
の
内
容
の
検

討
を
行
っ
た
。
そ
の
後
、
条
例
に
盛
り
込
む
べ
き
内
雰
に
関
し
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
（
向
識
者
、
女
眺
団
体
、
県
内
企
業
）
や
以
民
意
見
交
換
会

（
二
回
）
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
一
九
九
九
年
に
は
論
点
を
公
表
し
、
県

民
か
ら
広
く
意
見
を
募
蛸
し
、
埼
玉
県
女
性
問
題
協
議
会
か
ら
提
言
と
し

￣ 

九
○ 

二○○○ 一九九九

横浜巾男女共同参画推進会議に
改称

川崎市人権・男女共同参画推進
述絡会議に改綱

京那府女性関係行政推進俳獅会（主管課長級）を推進員（次長
組）に改綱
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１１１１鮴lii訓蹴#蝿兀：

|慰撫■
噸職蝋
燦MlMl輔１１Ｎ

て
ま
と
め
ら
れ
た
。
条
例
案
は
二
○
○
○
年
二
月
議
会
に
提
案
さ
れ
、
三

月
二
一
日
に
成
立
し
た
。
男
女
共
同
参
画
推
進
条
例
は
、
一
三
条
（
苦
情

の
処
剛
）
を
除
き
、
二
○
○
○
年
川
Ⅱ
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
る
。
一
三
条

は
、
二
○
○
○
年
一
○
Ⅱ
一
日
よ
り
施
行
さ
れ
る
。

具制な例よ’Ⅱ：六
体定つＬこりの一
的にたの○具人九大
な向。具○体ＦＭノＬ阪
制け人体○「1(）も八府

||ドミｌｌＩ型:脇i【

蝿1M$ijWi1
鯛Mii鵬；
蕊;鱗灘

壕繍
烹（ＲＩＩｌｉｈＷｌＭ
答知約参てｃ定
弁ｚｌｉのｉｉｌｊいＯさ
しは一ｌｌｉｉたかれ
た茶っ雌゜ら、
。例と条（'ｈ女

かえ○本おｎ
ら刀○的い－
､に年なてﾉL１１１
１１つ二港、ノＬ的

Ｍ￥HjiM(lLili 
にニョにｉｌｊ－
ﾘ）を男っに○
次捉女いお）］
平言平てけよ

）lli繍胤椰
水゜会討女第
条このがjlzL

IIll1繩iiilII
iIiIl言にら会崎
>ｉ１を同れのｉｌｊ
の受けた災ソ）
検けた。』n次
il’て条同に平
が、例ＭＩｌｆＩ等

Ｉｉ１ｉ６澱Hlk
ら○本は灸lB

3lii18Mゼ

議
会
に
条
例
案
が
提
案
さ
れ
、
一
一
一
月
三
○
日
に
成
立
し
た
。
男
女
平
等
参

画
離
水
条
例
は
、
二
○
○
○
年
四
月
一
Ⅱ
か
ら
施
行
さ
れ
る
。

一
九
一
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一一一一一一一・一一一九八七六ハ：四三二一
ﾉＬ八七六五Ｍリ三二一・○

大火Ⅱ,京京京川川Ⅱ,Ⅱi拠螺ＭＭ{ルllIiMiilli
阪阪ＩｉＩ１都祁１１１１１崎ｊＭｊｌＪｉ浜１１１川県法祁ilrTl7法道調

；総｜鱗織織離：
部ＩＭＩ女局セ部参樅次女わ権女’'１女’生Ｉｌｌｉ女鍬

ilk州鮎＃ｗｩ,Ｍ統瀦ｌＨⅡ＃轍幽ノ'し
寵協会文１敗ン女会参七共策少女八
例化莱夕共画ン同課’１：１１|：巻
｜<|：｜|僧洲ｌ同ｌｌｌｉ夕参（Ｉｌｉ１ｒ
会巡参進１画女画簸
づ部ｉｉｈｉ寵諜111：室三
く男室iil.ｿ）び
り女ｉｕｊｉ女
郷共諏共
同同
参参
画画
課課

二
埼
玉
県
関
述

①
埼
玉
県
「
列
女
平
等
社
会
確
立
の
た
め
の
埼
玉
県
計
画
ｌ
繼
正
腱

ｌ
」
’
九
九
○
年

②
埼
玉
県
『
さ
い
た
ま
女
性
の
歩
み
下
巻
』
一
九
九
三
年

一
北
海
道
側
述

①
北
海
道
『
婦
人
行
肋
計
画
』
一
九
七
八
年

=：￣-.-.-。一・－．－．一一－．一・

○九八七六Ｉｊｌｌｌｌ三二一一○

lIil総北北Ｉｌｌ脇’１イＷｉｉｌｌイ大１１イ
立Ｉｌｌ１ノＬノＬｌｉ１１岡ｌｉｌｌｌｉｎｌｌ;)｜阪団

:鰯||灘鯛鰹
育共女ＩＩＡｌＭ１局岡生阪局阪

iiii：”蝿糊蛾１１１
画ソ１１１；ＩｌＩｉ部（!'：リｉＬ性文女
室夕行協女｜|イ民協化協

|政会ＩｌｋｌＵ１Ｌｌｉ会部（1力
ｌＩＩｉ企活女祉
巡画局性会
部訓！女施づ

性策〈
政ｌＩｔり
錐進ＩＭ
ｉｉｌＩｌ課｜;!’

引
用
資
料

一
九
二
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①｛'リ
ド１１
奈神
川奈
県ｌｌＩ

ｌ淫ｉｌｊ
ｉＲ 
Ｈ１ｒｉＩ 
の作
比品
較ｉｌｌＩ
Ｕト奈
究川
へ県

バツｉ
ｉｉ蝿
歴Ｉビ

ン

タ

雌
本

三
束
京
都
関
連

①
来
京
祁
婦
人
関
係
施
鞭
研
究
会
『
恥
凪
祁
に
お
け
る
婦
人
関
係
施
莱
の

潔
題
と
施
策
の
体
系
に
つ
い
て
（
岐
終
鞭
告
こ
一
九
七
二
年

②
東
京
都
婦
人
問
題
懇
話
会
『
婦
人
問
題
総
合
計
画
（
東
京
都
行
動
計

画
）
策
定
に
お
け
る
婦
人
の
参
加
の
あ
り
刀
」
一
九
七
七
年

③
東
京
祁
『
婦
人
問
題
解
決
の
た
め
の
収
京
郷
行
動
計
画
』
一
九
七
八
年

④
亜
凧
祁
『
婦
人
問
題
解
決
の
た
め
の
新
東
京
都
行
動
計
画
男
女
の
平
等

と
共
同
参
加
へ
の
と
う
き
ょ
う
プ
ラ
ン
』
一
几
八
三
年

⑤
東
京
郁
女
性
問
題
協
議
会
『
祁
政
に
お
け
る
男
女
平
等
施
簸
の
新
た
な

腫
胤
に
向
け
て
ｌ
エ
ン
パ
ワ
ー
メ
ン
卜
・
ア
ブ
．
‐
チ
ー
ム
一
九

九
五
年

⑥
咀
肥
部
『
脚
久
が
平
等
に
参
画
す
る
ま
ち
東
京
プ
ラ
ン
』
一
几
九
八
年

⑦
東
京
都
女
性
問
題
協
議
会
『
来
京
都
男
女
平
等
推
進
基
本
条
例
（
仮

称
）
検
討
椅
子
』
一
九
九
八
年

⑨
一
東
京
部
『
外
女
が
平
聯
に
参
画
す
る
ま
ち
来
京
プ
ラ
ン
平
成
二
年
度

実
施
細
目
』
一
九
九
九
年

⑨
東
京
都
女
性
問
題
協
議
会
『
男
女
平
等
参
画
の
拙
巡
に
関
す
る
条
例
の

雅
水
的
考
え
方
に
つ
い
て
』
一
九
九
几
年

六
京
祁
府
関
述

①
京
郁
府
『
婦
人
の
地
位
の
向
上
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
行
動
計
画
』

九
八
一
年

丘
川
崎
巾
関
迦

①
川
崎
巾
新
女
性
行
動
計
阿
簸
定
委
員
会
『
川
崎
市
新
女
性
行
動
計
画

「
（
仮
称
）
か
わ
さ
き
男
女
平
等
雌
巡
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
廷
一
九
九
四

年

②
川
崎
市
『
川
崎
市
新
女
性
行
動
計
画
か
わ
さ
き
男
女
平
等
推
進
プ
ラ

ン
』
一
九
九
爪
年

一
③
川
崎
巾
男
女
平
等
オ
ン
プ
ド
没
侭
準
備
姿
圏
会
『
川
崎
巾
男
女
平
等
オ

ン
プ
ド
投
潰
に
つ
い
て
』
一
九
九
九
年

櫛
想
』
一
九
七
九
年

②
神
奈
川
県
『
か
な
が
わ
女
性
プ
ラ
ン
』
一
九
八
二
年

③
神
奈
川
県
『
新
か
な
が
わ
女
性
プ
ラ
ン
』
’
九
八
七
年

④
神
奈
川
県
女
性
問
趣
協
議
会
『
新
か
な
が
わ
女
性
プ
ラ
ン
改
定
に
向
け

て
の
提
言
』
一
几
九
六
年

⑤
神
奈
川
県
『
か
な
が
わ
女
性
プ
ラ
ン
ニ
｜
男
女
共
同
参
画
社
会
を
め
ざ

し
て
』
一
九
九
七
年

一

ﾉＬ 
三
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九
大
阪
市
閲
述

①
大
阪
市
婦
人
問
題
懇
話
会
『
婦
人
の
生
涯
計
画
と
大
阪
市
の
施
箙
に
っ

③
大
阪
府
『
男
女
協
勧
社
会
の
実
現
を
め
ざ
す
大
阪
府
第
三
期
行
助
計
画

（
改
定
）
新
女
と
男
の
ジ
ャ
ン
プ
・
プ
ラ
ン
』
一
九
九
七
年

①
大
阪
Ⅲ
女
性
問
題
懇
話
公
認

言
』
一
九
九
一
年

②
大
阪
府
女
性
問
題
懇
話
会
『
女

向
け
て
の
提
言
』
一
九
九
六
年

た慨iiI,i卿年二鼎雄13七
な祁、祁一那考祁京
展ｉｌｍｉｌｌＴｌｒ世ＴｌｉえＴｌｊ都
附ｿ）造－１紀婦刀卿市

へ女す第に人と人関法
鮴iii尻ＩｉＭ蝋Ｍ迦誰
言参ＴＩｉ京た懇の企心

荒:,ii＄郷illll
九会二Ｉｌｌｉ等輔つ脇十

楡テガ墜談鷲＆
尻３iMi鯏竺景鏑
ｌｉｉｌｌｆｌＭｉｌｌ冒
肱:盟洲鯛
’'1：九が指吻人
′~・几共針iil．対
lili三に－画錐
ｉｉＩｌｌｉｌＬＩ－への
画立ノＬの雑
の、九提木
祈参一言的

八
大
阪
府
側
述

『
女
と
男
の
ジ
ャ
ン
プ
・
プ
ラ
ン
見
直
し
に

「
筋
三
川
行
助
計
測
雛
定
に
向
け
て
の
腿

一
○
桶
川
県
側
迎

①
婦
人
問
迦
懇
話
会
『
卿
人
の
地
位
向
上
に
側
す
る
提
言
』
一
九
八
○
年

②
婦
人
問
題
懇
議
会
『
轍
人
間
麺
懇
麟
会
膿
一
一
一
回
ｌ
勤
女
共
同
参
幽
馳
社

会
の
実
現
に
む
け
て
ｌ
」
一
九
九
一
年

②①－ 
し北二北こ
て九イ|ミノL

iliilllilli 
-1行｜川関
北政Ｍｎ辿
九椎懇
川進談
市会会
女議気
性一ﾛ州
プリ）人

う乳ＩＭ
Ｌ同懇
に参談
対面会
す社「'１
る会’''１
提の報
言突告

｜ゼビ
ーめ九
一ざ八

①一
ＭＩＷ１ｉ一
議岡
のＴｌｊｌｉｉｉ
ま肺｜川
と人Ｔｌ『
めＩＩ１ｌｌｌ１Ｉ
ｌ－翅迎
一懇

洲璽
ノ、－Ｕ

年１１(Ｉ

ｌｕ 
′、

○ 

& 
Ｗｉｉ 
ＩＭ１ 
Ｔｌｉ 
婦
人
ⅡⅡ 
題
懇

硬
ユさ

一
九
四

い
て
』
’
九
八
一
年

②
大
阪
巾
女
性
問
迦
懇
話
会
『
自
立
と
人
脈
鰍
載
に
韮
づ
く
男
女
共
同
参

画
枇
会
を
鋤
ざ
し
て
ｌ
「
鋪
二
次
大
阪
巾
女
眺
腿
講
に
側
す
る
眺
水

緋
画
」
の
見
直
し
に
向
け
て
の
鵬
雷
’
一
一
九
九
Ｌ
年

③
『
大
阪
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
（
第
二
次
大
阪
市
女
性
施
策
に
関
す

る
基
本
計
画
の
改
定
こ
一
九
九
八
年
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③②①一
九リｊｌｌｉｉ総婦三
ﾉＬｋｊ１１ｊＩｌｌ１人
八比状ｌｉｌＩｌＩ１総

ｉ':哩哩iiwM淵
画一道剛鵬｜
藤ノＬｌｉ｛ｌｌｔ連

鷲ｔ州
一年び部
ｿ）脂気
Ｚｚ：〉ｉ１ＩＩｉｌ
ｊＬｉｌｌ内

RＩ１ｍ 
ｉＩｈｉお計
祉けｉｉｌ１
会るし。
雁iii）一
本人几
法にし
に側七
つすイド
いる

て施
一簸
一の

北一」ヒノＬ北北に北北

ゼルilMil{H5iHIil(illi

『,詞{岡Ｉ':而三ｆＴｉｉ
脳fK雛繩迎
女同｜｢ｉｌｌＴｉｌリ）報司女

＃蒜ｉｉｉ；ｆ芒ポ＃
政ブリリ同一ｉｉｉ［１

Kﾌﾚ↓衞几|)ily

#$iiji蝿乙
ilsji＄騎湖
一〈!「（'ｉ九へ七

江一ｉ1$諜七仮イド
魑年平平年称
度成成
の一九！'ｉ
重○年難
点ｨ|：－内
事１－一存

Ｌ
Ｌ
Ｌ
ｒ
 

ｊ
ｊ
ｊ
ノ
ー参
考
文
献
及
び
資
料
（
Ⅲ
川
文
献
で
氷
げ
た
も
の
及
び
収

災
資
料
の
う
ち
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
は
除
く
）

｜Ｍ槻撫ルボｊＭルルルィL
TlT八ｉｌｉＴｌｊｉｌｉ計ＴｌＴ三女Ｔｌ７ＴＩｉ幌

il蕊Ｊ１蕊Ⅱ’
：嫌＃灘
#ポルル’川Hこ
のきO－－Ｌす社幌九

一薪ＩＭ兀《'１§釧仙
ぼ｜］Ill2flﾓ

ﾙ薊ｉＩｌｈｍＩｊＭｉｄｌｉてへ
川一節Ｉの
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・
搬
旧
耕
一
「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
・
ア
ク
シ
ョ
ン
と
女
性
行
政
」
法
》
ナ
セ
ミ

ナ
ー
五
二
九
号
一
九
九
九
年

・
ワ
ー
キ
ン
グ
・
ウ
ィ
メ
ン
ズ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
「
男
女
平
等
の
国
際
基

準
報
告
と
資
料
』
’
九
九
八
年

ｊ
ｊ
ｌ
 

・
山
下
泰
子
「
男
女
平
等
雅
水
法
・
惟
巡
条
例
」
国
際
女
性
一
一
一
号
一
九

・
北
京
Ｊ
Ａ
Ｃ
『
全
国
の
行
政
（
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市
）
に
お
け

る
男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
の
た
め
の
取
り
組
み
調
査
報
告
書
』
一
九

・
部
落
解
放
研
究
所
編
『
人
権
条
例
と
ま
ち
づ
く
り
」
解
放
出
版
社
一
九

木
光
教
元
総
務
庁
長
官
に
側
く
」
女
性
展
望
二
○
○
○
年
二
月
号

・
縫
田
咋
子
（
聞
き
手
）
「
本
部
機
織
、
総
理
府
に
設
慨
久
保
田
真
苗
初

代
婦
人
問
題
担
当
室
長
に
聞
く
」
女
性
展
望
二
○
○
○
年
三
月
号

・
根
森
健
「
男
女
平
等
条
例
を
創
る
」
国
際
女
性
一
二
号
一
九
九
八
年

・
橋
本
ヒ
ロ
子
「
地
方
自
治
体
に
お
け
る
女
性
政
策
の
評
価
指
標
に
関
す

る
試
論
－
１
赫
遊
府
県
指
定
都
市
を
中
心
に
ｌ
」
枇
会
愉
報
論

雌
第
二
号
一
九
九
八
年

・
楠
本
ヒ
ロ
子
「
男
女
平
等
雄
水
洗
と
国
内
本
部
機
柵
」
国
際
女
性
一
二

九
八
年

号
一
九
九
八
年

Ｌ 

ｌ 
１： 

Ｌ
Ｌ
限

自
治
体
女
性
行
政
の
比
校
研
究
（
大
西
・
江
橋
）
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